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は
じ
め
に

吉

田

善

明

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
選
挙
制
度
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
選
挙
制
度
の
改
革
に
先
鞭
を
つ
け
た
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
先
駆
的
な
も
の
で
あ

っ
た
。
一
八
五
六
年
に
は
、
南
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
州
と
ビ
ク
ト
リ
ア
州
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
先
が
け
て
秘
密
投
票
制
を
実
施
し
、
一
九

〇
一
年
ま
で
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
行
わ
れ
る
す
べ
て
の
選
挙
に
お
い
て
秘
密
投
票
制
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
一
九
一
一
年
に
は
連
邦
議

会
の
議
員
選
挙
に
強
制
投
票
（
O
o
日
b
巳
む
・
o
q
＜
o
⇔
日
ぬ
）
を
採
択
し
、
の
ち
に
州
議
会
選
挙
に
も
拡
げ
、
投
票
方
法
に
お
い
て
も
諸
外

国
で
み
ら
れ
な
い
少
数
代
表
制
を
両
院
に
お
い
て
、
し
か
も
異
っ
た
方
法
で
採
用
し
た
。
さ
ら
に
ま
た
、
一
九
〇
二
年
に
は
婦
人
参
政
権

　
　
　
　
（
1
）

を
保
障
し
た
。
た
と
え
ぽ
、
婦
人
参
政
権
の
採
用
が
ド
イ
ツ
・
ワ
イ
マ
ー
ル
共
和
国
で
は
一
九
一
九
年
で
あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
は
一
九
二
八

年
で
あ
る
こ
と
を
想
う
と
き
い
か
に
先
駆
的
で
あ
っ
た
か
が
理
解
さ
れ
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
こ
の
よ
う
な
選
挙
制
度
の
先
駆
性
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
の
誇
り
と
さ
れ
、
そ
の
伝
統
が
こ
ん
に
ち
に
お
い
て
も
た
え
ざ
る
改
革
へ

の
意
欲
を
生
み
だ
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
新
し
い
も
の
と
し
て
、
た
と
え
ぽ
、
諸
外
国
に
先
が
け
て
一
九
八
三
年
に
は
公
的
機
関
に
よ
る

候
補
者
へ
の
財
政
援
助
を
保
障
し
、
さ
ら
に
は
選
挙
区
割
委
員
に
よ
る
区
割
案
の
提
出
に
対
し
、
議
会
は
そ
の
案
を
拒
否
す
る
こ
と
を
で

、
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き
な
く
す
る
な
ど
、
若
干
の
論
議
す
べ
き
問
題
は
あ
れ
、
た
え
ず
意
欲
あ
る
改
革
を
進
め
て
い
る
。
と
く
に
、
後
者
の
選
挙
区
割
の
決
定

は
、
各
州
の
区
割
委
員
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
が
、
区
割
委
員
が
区
割
を
各
州
に
お
い
て
決
定
す
る
過
程
で
選
挙
区
住
民
の
意
見
を
聞
き
、

一
旦
、
そ
の
案
が
ま
と
ま
る
と
選
挙
委
員
会
に
答
申
し
、
議
会
は
そ
れ
を
答
申
通
り
に
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
立
法
機
関
で
あ
る

議
会
と
い
え
ど
も
、
そ
の
案
に
対
し
拒
否
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
議
会
が
区
割
案
を
拒
否
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
と
い
う
点
で
は
、
同
じ
区
割
委
員
会
制
を
採
用
し
て
い
る
イ
ギ
リ
ス
や
カ
ナ
ダ
の
場
合
と
は
異
っ
て
い
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
こ
の
よ
う
な
ユ
ニ
ー
ク
な
特
徴
あ
る
選
挙
制
度
を
確
立
し
な
が
ら
選
挙
や
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
へ
の
参
加
の
機
会

を
保
障
し
て
い
る
が
、
し
か
も
参
加
の
機
会
は
ひ
ん
ぱ
ん
で
あ
る
。
た
と
え
ぽ
、
国
民
は
三
か
年
間
の
期
間
中
に
少
く
と
も
、
ω
上
院
、

㈲
下
院
、
㈹
同
一
期
間
に
行
わ
れ
る
州
内
で
の
選
挙
、
㈹
地
方
自
治
体
レ
ベ
ル
で
の
選
挙
、
状
況
に
よ
っ
て
は
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
を
も
経

　
　
　
　
（
3
）

験
し
て
い
る
。
ま
さ
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
民
主
主
義
の
活
性
化
の
国
と
さ
え
い
え
よ
う
。

　
小
稿
で
は
、
こ
う
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
選
挙
制
度
の
中
で
非
常
に
特
徴
的
と
思
わ
れ
る
選
挙
権
と
投
票
義
務
（
強
制

投
票
）
、
選
挙
区
制
、
選
挙
運
動
を
中
心
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

法

一、

A
邦
憲
法
の
特
質
お
よ
び
議
会
制
の
構
造

　
日
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
選
挙
法
制
を
検
討
す
る
前
に
、
ま
ず
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
憲
法
の
特
質
お
よ
び
議
会
制
の
構
造
に
つ
い
て
概

観
し
て
お
き
た
い
。

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
議
会
制
、
選
挙
制
を
保
障
す
る
憲
法
は
、
一
九
〇
一
年
一
月
一
日
に
施
行
さ
れ
た
。
こ
れ
は
同
時
に
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
連
邦
の
成
立
で
も
あ
る
。
憲
法
は
六
つ
の
イ
ギ
リ
ス
植
民
地
（
現
在
の
ニ
ュ
ー
・
サ
ラ
ス
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
、
ビ
ク
ト
リ
ア
、
ク
イ
ー
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ン
ズ
ラ
ン
ド
、
南
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
タ
ス
マ
ニ
ア
の
各
州
）
の
連
合
会
議
（
ウ
o
餌
巽
巴
O
o
ロ
＜
①
日
日
ロ
）
で
ま

ず
憲
法
草
案
と
し
て
起
草
さ
れ
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
と
の
間
で
論
議
の
後
、
国
民
投
票
に
よ
っ
て
承
認
を
得
た
。
そ
し
て
一
九
〇
〇
年
七
月

九
日
に
イ
ギ
リ
ス
議
会
に
お
い
て
「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連
邦
憲
法
」
（
O
o
白
日
○
ロ
妻
o
巴
庄
o
｛
＞
5
古
g
＝
p
）
と
し
て
可
決
さ
れ
、
一
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

〇
一
年
一
月
一
日
に
施
行
さ
れ
た
。
こ
の
憲
法
は
そ
の
後
若
干
の
修
正
を
得
て
こ
ん
に
ち
に
い
た
っ
て
い
る
。

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
憲
法
は
前
文
と
一
二
八
条
か
ら
な
る
。
そ
の
内
容
は
、
第
一
章
「
議
会
」
（
吋
ひ
o
㊥
2
＝
①
日
①
日
）
、
第
二
章
執
行
府

（
弓
ゲ
o
国
×
0
2
江
く
⑦
O
o
＜
o
目
日
o
巳
）
、
第
三
章
司
法
府
（
吋
プ
。
言
庄
8
言
苫
）
、
第
四
章
財
政
と
通
商
（
男
日
§
8
自
a
↓
8
晋
）
、

第
五
章
各
州
（
弓
げ
㊦
　
Q
り
吟
①
古
⑦
む
力
）
、
第
六
章
新
し
い
州
（
Z
。
≦
ω
砕
巴
霧
）
、
第
七
章
雑
則
（
ζ
苔
巴
言
口
。
8
°
。
）
、
第
八
章
憲
法
改
正

（
〉
＃
o
日
己
o
ロ
o
｛
庄
o
O
o
5
仲
一
9
江
o
昌
）
か
ら
な
る
。

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連
邦
は
、
い
ま
な
お
、
法
的
に
は
、
カ
ナ
ダ
、
ニ
ュ
ー
・
ジ
ー
ラ
ン
ド
と
同
じ
よ
う
に
、
イ
ギ
リ
ス
国
王
へ
の
共
同

の
忠
誠
に
よ
っ
て
自
由
に
結
合
す
る
イ
ギ
リ
ス
連
邦
の
構
成
国
で
あ
る
。
し
か
し
、
イ
ギ
リ
ス
連
邦
の
構
成
国
で
あ
る
と
は
い
え
、
一
九

三
一
年
の
ウ
エ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
法
（
乙
力
＄
合
［
①
o
｛
≦
δ
゜
・
古
日
日
ω
冨
叶
）
に
よ
っ
て
イ
ギ
リ
ス
本
国
と
対
等
の
地
位
が
保
障
さ
れ
た
。
な
お
、

国
際
的
に
は
独
立
国
と
し
て
の
地
位
が
一
九
一
九
年
の
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
講
和
会
議
で
承
認
さ
れ
て
い
る
。

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連
邦
は
、
ウ
エ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
法
に
よ
り
、
イ
ギ
リ
ス
連
邦
の
構
成
国
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
元
首
は
イ
ギ
リ
ス

国
王
で
あ
る
。
し
か
し
、
実
際
に
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府
の
助
言
に
基
づ
い
て
、
国
王
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
た
総
督
（
O
o
＜
9
已
⑦

○
。
ロ
9
巴
）
が
そ
の
代
行
者
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
　
「
総
督
は
、
女
王
陛
下
の
与
え
給
う
女
王
の
権
能
を
有
す
る
も
の
と
し
、
女
王
の
意

に
反
し
な
い
限
り
、
こ
の
憲
法
に
従
い
連
邦
に
お
い
て
そ
の
権
限
を
行
使
す
る
こ
と
で
あ
る
」
　
（
第
二
条
後
段
）
と
定
め
る
。

　
統
治
制
度
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
伝
統
が
そ
の
ま
ま
引
継
れ
、
議
院
内
閣
制
を
採
用
す
る
と
同
時
に
、
連
邦
と
州
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、

ア
メ
リ
カ
の
連
邦
制
度
が
モ
デ
ル
と
さ
れ
て
い
る
。
と
く
に
、
憲
法
に
よ
る
と
連
邦
と
州
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
連
邦
議
会
に
属
す
る



298叢一論律法

も
の
、
お
よ
び
州
議
会
の
権
限
で
な
い
と
さ
れ
た
も
の
を
除
い
た
す
べ
て
が
州
の
権
限
と
な
る
。
し
か
し
、
連
邦
と
州
と
の
関
係
は
、
こ

ん
に
ち
に
お
い
て
ま
す
ま
す
複
雑
に
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
広
範
な
政
策
課
題
を
め
ぐ
っ
て
、
連
邦
政
府
と
各
州
政
府
間
の
政
策

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

統
一
や
政
策
へ
の
協
調
を
目
ざ
し
た
努
力
が
公
式
お
よ
び
非
公
式
に
連
邦
・
州
閣
僚
会
議
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
る
。

　
連
邦
統
治
制
度
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
議
院
内
閣
制
を
採
用
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
の
執
行
機
関
を
主
宰
す
る
の
は
女
王
で
あ
り
、
不

在
の
時
は
総
督
と
な
っ
て
い
る
。
執
行
機
関
を
実
質
上
担
当
す
る
政
府
は
、
議
会
の
意
思
に
し
た
が
っ
て
行
動
す
る
の
が
憲
法
上
の
慣
行

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
総
督
は
下
院
に
お
い
て
多
数
を
制
す
る
政
党
の
、
ま
た
二
つ
以
上
の
政
党
の
連
合
を
背
景
に
し
た
首
相
の
助
言

に
基
づ
い
て
権
限
を
行
使
す
る
。
首
相
は
、
ま
た
内
閣
の
メ
ン
バ
ー
の
任
免
権
を
有
す
る
の
を
は
じ
め
行
政
全
般
に
お
よ
ぶ
権
限
を
有
し

て
い
る
。

　
内
閣
は
、
重
要
な
行
政
権
の
行
使
に
際
し
、
多
数
の
信
任
を
得
ら
れ
な
い
場
合
は
、
総
辞
職
を
す
る
か
、
あ
る
い
は
ま
た
、
下
院
を
解

散
す
る
。
内
閣
に
よ
る
解
散
権
の
行
使
は
、
通
常
下
院
の
み
で
あ
る
が
例
外
的
に
上
・
下
両
院
が
同
時
に
解
散
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
上

・
下
両
院
の
同
時
解
散
は
、
憲
法
五
七
条
を
根
拠
に
連
邦
総
督
が
行
う
。
こ
の
同
時
解
散
の
例
と
し
て
一
九
七
四
年
五
月
に
連
邦
直
轄
地

に
も
上
院
議
員
の
選
出
権
を
認
め
る
憲
法
改
正
案
を
め
ぐ
っ
て
上
・
下
両
院
が
対
立
し
た
た
め
こ
の
解
散
が
行
わ
れ
て
い
る
。
総
選
挙
後

に
再
び
R
・
J
ホ
ー
ク
の
率
い
る
労
働
党
が
勝
利
を
収
め
た
結
果
、
ホ
ー
ク
内
閣
が
登
場
し
た
の
で
同
じ
法
律
案
が
提
出
さ
れ
た
。
と

こ
ろ
が
、
上
院
は
そ
の
法
律
案
を
再
び
否
決
し
た
。
そ
こ
で
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
憲
法
史
上
は
じ
め
て
の
両
院
協
議
会
が
開
か
れ
そ
の

法
律
案
が
可
決
さ
れ
て
い
る
。

　
憲
法
上
の
機
関
と
し
て
行
政
評
議
会
（
国
×
0
2
江
く
o
O
O
已
口
o
二
）
が
お
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
連
邦
総
督
と
全
閣
僚
で
構
成
さ
れ
た

政
策
決
定
機
関
で
あ
る
。
し
か
し
、
実
際
は
首
相
を
中
心
と
す
る
閣
内
大
臣
の
会
議
体
（
閣
議
）
で
政
策
が
決
定
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、

閣
僚
は
二
七
人
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
＝
二
人
が
閣
内
大
臣
で
あ
と
は
閣
外
大
臣
で
あ
る
。
閣
外
大
臣
は
必
要
に
応
じ
て
首
相
が
招
請
す
る
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こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
連
邦
議
会
の
一
院
を
占
め
る
下
院
（
吋
汀
寓
。
已
c
・
。
9
男
①
肩
。
°
・
。
巳
。
↓
一
く
。
）
の
定
数
は
、
一
九
八
七
年
現
在
一
四
八
人
で
あ
る
。

州
、
各
特
別
地
域
の
定
数
は
、
ニ
ュ
ー
・
サ
ウ
ス
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
州
五
一
人
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
州
三
九
人
、
ク
イ
ン
ズ
ラ
ン
ド
州
二
四
人
、

南
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
州
一
三
人
、
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
州
二
二
人
、
タ
ス
マ
ニ
ア
州
五
人
、
首
都
特
別
地
域
二
人
、
北
部
特
別
地
域
一
人

で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
一
九
八
七
年
七
月
二
日
に
行
わ
れ
た
下
院
議
席
の
政
党
構
成
は
、
一
四
八
議
席
の
う
ち
労
働
党
は
八
六
議
席
、

自
由
党
が
四
三
議
席
、
国
民
党
が
一
九
議
席
と
な
っ
た
。
ま
た
、
投
票
率
は
九
三
・
一
六
％
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
労
働
党
は
四
五
・
八
四

％
、
自
由
党
は
三
四
．
三
〇
％
、
国
民
党
は
一
一
・
五
五
％
お
よ
び
民
主
党
は
六
・
〇
二
％
で
あ
る
（
綱
。
。
巴
ぺ
Z
。
≦
巴
雲
↓
2
＜
o
一
゜

合
》
Z
9
ω
O
）
。

　
一
方
、
上
院
（
吋
汀
o
力
8
巴
o
）
は
、
州
の
利
害
を
代
表
す
る
機
関
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
州
の
人
口
に
か
か
わ
り
な
く
平
等
な
代

表
を
上
院
に
送
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
上
院
が
設
け
ら
れ
た
当
初
は
六
人
の
議
員
し
か
い
な
か
っ
た
。
現
在
（
一
九
八
七
年
）
は
、
州

代
表
は
七
六
人
で
あ
り
、
六
州
は
一
二
人
ず
つ
、
二
特
別
地
域
（
首
都
特
別
地
域
、
北
部
特
別
地
域
）
代
表
は
各
二
人
の
合
計
七
六
人
で

構
成
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
一
九
八
七
年
七
月
一
一
日
現
在
の
政
党
別
議
席
数
は
、
労
働
党
は
三
二
人
、
自
由
党
は
二
七
人
、
国
民

党
は
六
人
、
民
主
党
は
七
人
、
無
所
属
が
二
人
、
そ
の
他
二
人
と
な
っ
て
い
る
（
零
。
。
巴
喝
Z
Φ
≦
°
・
一
江
9
5
＜
o
】
°
島
“
Z
9
ω
O
）
。
ま

た
、
上
院
の
投
票
率
は
九
三
．
八
三
％
で
、
そ
の
う
ち
労
働
党
は
四
二
・
九
一
％
、
自
由
党
は
二
一
・
〇
一
％
、
民
主
党
は
八
・
五
二

％
、
国
民
党
七
．
一
〇
％
と
な
っ
て
い
る
（
≦
。
。
巴
。
司
2
。
乞
゜
。
一
Φ
口
。
び
く
o
一
゜
合
“
Z
ρ
N
べ
）
。

　
憲
法
に
よ
れ
ぽ
、
上
．
下
両
院
に
事
実
上
対
等
の
権
限
が
付
与
さ
れ
て
い
る
が
、
　
「
歳
入
ま
た
は
金
銭
を
支
持
し
、
ま
た
は
租
税
を
賦

課
す
る
法
律
案
は
、
上
院
に
お
い
て
発
議
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
　
（
五
二
条
）
と
し
た
規
定
が
あ
る
。
こ
の
趣
旨
は
両
院
に
お
け
る
権

限
の
分
担
と
解
し
、
わ
が
国
に
お
け
る
よ
う
に
上
院
に
対
す
る
下
院
の
優
越
性
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
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上
院
は
、
近
年
に
い
た
る
ま
で
高
い
評
価
を
受
け
て
い
な
か
っ
た
。
労
働
党
の
基
本
政
策
の
中
に
も
上
院
廃
止
論
が
あ
っ
た
ほ
ど
で
あ

る
。
し
か
し
、
一
九
六
〇
年
代
よ
り
上
院
の
イ
メ
ー
ジ
は
変
化
し
て
き
た
。
そ
の
第
一
は
、
政
党
構
成
の
変
化
で
あ
る
。
と
く
に
、
第
三

政
党
（
民
主
労
働
党
）
が
二
大
政
党
間
の
キ
ャ
ス
テ
ン
グ
ボ
ー
ト
を
握
り
、
下
院
で
可
決
さ
れ
た
法
案
を
拒
否
す
る
役
割
が
与
え
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
上
院
が
責
任
機
能
を
確
保
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
比
例
代
表

制
の
採
用
と
い
う
結
果
に
よ
も
る
の
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
第
二
は
、
D
・
ジ
ュ
ン
シ
ュ
に
よ
れ
ぽ
、
委
員
会
に
よ
る
立
法
審
議
手

続
が
上
院
に
お
い
て
発
展
し
有
意
義
な
改
善
が
進
め
ら
れ
て
き
た
こ
と
に
あ
る
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
上
院
は
、
数

多
く
の
常
任
委
員
会
を
持
ち
、
そ
の
委
員
会
が
一
方
で
、
政
府
の
財
政
支
出
お
よ
び
予
算
案
を
含
む
財
政
計
画
に
対
す
る
詳
細
な
調
査
と

分
析
を
行
い
、
他
方
で
、
公
共
財
務
お
よ
び
委
任
立
法
に
関
す
る
審
議
、
さ
ら
に
は
、
特
別
問
題
に
対
す
る
調
査
を
行
う
た
め
臨
時
特
別

委
員
会
（
〉
匹
庁
o
o
O
O
日
目
津
仲
o
①
）
を
設
置
し
て
調
査
な
ど
を
含
む
一
般
立
法
の
審
査
を
行
う
な
ど
重
要
な
役
割
を
は
た
し
は
じ
め
た
こ

と
で
あ
る
。
し
か
し
、
D
・
ジ
ュ
ン
シ
ュ
は
、
こ
の
よ
う
な
上
院
の
役
割
を
評
価
す
る
が
、
決
し
て
一
般
の
人
々
の
描
く
イ
メ
ー
ジ
の
よ

う
に
上
院
の
役
割
が
強
化
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
独
立
的
で
反
省
を
促
す
場
で
も
な
い
し
、
州
の
た
め
で
も
な
い
、
し
た
が
っ
て
、
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

院
の
役
割
が
定
着
し
て
い
る
と
評
価
す
る
こ
と
に
は
躊
躇
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
、
と
の
べ
て
い
る
。

　
口
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
議
会
は
、
右
の
よ
う
な
内
閣
と
の
関
係
や
議
会
構
成
を
有
す
る
が
、
こ
こ
で
議
会
の
地
位
に
つ
い
て
若
干
論
じ

て
お
き
た
い
。

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
議
会
は
、
実
際
的
意
味
に
お
い
て
イ
ギ
リ
ス
で
い
わ
れ
る
よ
う
な
主
権
的
な
立
法
府
（
勺
2
一
品
目
⑦
⇒
9
昌
ω
○
＜
。
「
1

ゆ
雪
）
で
は
な
巨
い
う
こ
と
が
し
ば
し
ぼ
語
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
議
会
を
抑
制
す
る
三
つ
の
法
理
が
み
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
D
・

ジ
ェ
ン
シ
ュ
に
よ
れ
ぽ
、
第
一
に
、
連
邦
議
会
は
憲
法
で
規
定
さ
れ
た
特
別
分
野
以
外
の
領
域
に
対
し
て
権
限
を
行
使
で
き
な
い
か
ら
で

あ
る
と
す
る
。
連
邦
憲
法
五
一
条
で
は
、
連
邦
の
権
限
の
お
よ
び
う
る
四
〇
の
領
域
を
定
め
て
い
る
が
、
そ
の
他
の
す
べ
て
の
領
域
や
憲
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法
制
定
当
掌
見
さ
れ
え
な
か
・
た
事
項
に
つ
い
て
は
、
州
政
府
お
よ
び
州
議
会
の
権
限
に
属
し
て
い
る
と
い
う
・
と
で
あ
否
．
換
一
言
す

れ
ば
、
連
邦
議
会
は
、
州
議
会
の
領
域
に
対
し
て
介
入
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
連
邦
議
会
の
制

定
し
た
す
べ
て
の
法
律
を
違
憲
審
査
の
対
象
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
け
る
法

律
審
査
は
、
ア
メ
リ
カ
型
の
具
体
的
訴
訟
事
件
を
通
し
て
の
審
査
で
は
な
い
。
む
し
ろ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
型
違
憲
審
査
に
類
似
し
て
い
始
⇔
し

た
が
っ
て
、
訴
権
者
は
連
邦
法
の
場
合
は
政
府
に
、
州
法
の
場
合
は
州
政
府
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
裁
判
所
へ
の
法
律
審
査

の
憲
法
的
保
障
は
議
会
の
主
権
的
な
地
位
を
否
定
す
る
一
側
面
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
第
三
は
、
一
九
七
五
年
の
憲
政
上
の
危
機

が
示
し
た
よ
う
に
、
君
主
の
代
理
人
た
る
馨
は
多
数
党
政
府
を
辞
職
さ
芸
権
限
を
行
使
し
て
い
る
こ
と
で
あ
砲
こ
の
こ
と
は
議
会

が
選
ぶ
政
府
を
辞
職
さ
せ
る
と
い
う
点
で
議
会
の
優
位
性
を
否
定
す
る
法
理
が
存
在
し
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。

　
し
か
し
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
国
王
の
権
限
に
つ
い
て
W
・
バ
ジ
ョ
ッ
ト
（
＜
＜
°
　
口
o
o
q
o
古
○
古
）
の
の
べ
た
「
国
王
に
残
さ
れ
て
い
る
の
は
、

相
談
を
受
け
、
勧
告
し
、
警
告
を
発
す
る
た
め
の
権
限
」
（
各
。
・
」
σ
・
古
8
ぴ
⑦
。
8
・
・
巳
。
△
“
8
。
白
8
ξ
。
σ
・
Φ
p
乱
8
ξ
〔
昌
）
で
あ

る
と
い
っ
た
格
言
を
さ
ら
に
民
主
化
の
方
向
に
押
し
進
め
、
現
在
で
は
名
目
的
な
、
儀
礼
的
な
形
で
し
か
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

っ
て
い
る
し
、
現
実
に
そ
の
よ
う
に
考
え
て
い
く
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
が
想
起
さ
れ
る
と
き
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
総
督
の
権
限

行
使
は
、
ど
の
よ
う
な
事
情
が
あ
れ
、
今
後
一
つ
の
問
題
と
な
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

二
、
国
民
代
表
制
の
性
格

301

　
国
民
と
国
民
代
表
と
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
解
し
て
い
る
か
。
つ
ま
り
、
代
表
の
性
格
の
問
題
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
法
的
に

明
確
に
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
研
究
者
に
よ
っ
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
け
る
代
表
制
の
性
格
が
検
討
さ
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（
1
2
）

れ
て
い
る
の
で
紹
介
し
て
お
こ
う
。

　
第
一
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
議
会
の
議
員
は
、
国
民
代
表
（
↓
『
ロ
ω
9
0
）
で
あ
る
と
す
る
見
解
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
エ
ド
モ
ン
ド
．
バ
ー

ク
（
団
゜
ロ
已
完
o
）
の
代
表
理
論
を
前
提
と
し
て
い
飽
す
な
わ
ち
・
国
民
に
三
て
覆
れ
た
袋
は
、
自
己
の
良
識
の
も
と
で
袋

行
為
を
行
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
一
七
七
四
年
に
、
E
・
バ
ー
ク
が
イ
ギ
リ
ス
・
ブ
リ
ス
ト
ル
の
選
挙
人
に
対
し
て
の
ぺ
た
演
説
の

中
で
、
ω
議
員
は
選
挙
区
か
ら
選
ば
れ
、
密
接
な
連
絡
を
保
た
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
と
し
て
も
、
ω
議
会
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
以
上
、
全

体
の
一
般
的
理
性
か
ら
生
じ
た
一
般
的
善
が
そ
の
指
針
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
θ
「
か
れ
の
適
切
な
判
断
力
」
で
事
を
処
理
す
る
代
表

者
で
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
、
と
主
張
し
た
。
こ
の
よ
う
な
代
表
性
の
理
解
が
こ
ん
に
ち
に
お
い
て
も
大
き
な
地
位
を
占
め
て
い
る
。
し
か

し
、
現
実
に
は
代
表
者
は
選
挙
民
と
密
接
な
関
係
を
保
た
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
し
、
ま
た
自
分
の
利
益
よ
り
も
国
民
の
利
益
を
優
先
さ
せ

な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
最
終
的
に
は
代
表
は
、
公
共
や
国
家
の
最
上
の
利
益
の
た
め
自
ら
信
じ
る
も
の
に
し
た
が
っ
て
役
割
を

は
た
さ
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
代
表
制
論
は
、
当
時
強
制
委
任
代
表
と
か
縮
図
的
代
表
と
い
っ
た
考
え
方
を

否
定
す
る
型
で
登
場
し
た
も
の
で
あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
を
は
じ
め
多
く
の
国
に
お
け
る
支
配
的
な
考
え
方
に
な
っ
て
い
る
。

　
第
二
は
、
強
制
委
任
代
表
制
（
O
。
一
。
σ
q
巴
。
）
で
あ
る
。
こ
の
代
表
論
の
考
え
方
は
、
代
表
者
自
身
が
党
や
圧
力
団
体
に
対
す
る
義
務

を
否
定
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
自
己
の
意
見
や
意
思
を
も
控
え
る
と
い
う
点
に
あ
る
。
代
表
者
は
、
自
分
の
言
動
を
選
挙
民
の
判
断
に
委

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

ね
る
か
ら
、
選
挙
民
の
多
数
の
意
見
に
従
っ
て
行
動
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
概
念
は
、
J
・
J
．
ル
ソ
ー
流
の
代
表
論
と
も
い
え
る
。

す
な
わ
ち
、
ル
ソ
ー
に
よ
れ
ぽ
、
主
権
は
不
可
譲
な
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
主
権
と
の
関
係
で
直
接
民
主
制
論
を
強
調
す
る
。
し
か
し
、

こ
ん
に
ち
直
接
民
主
制
に
も
と
つ
く
政
治
は
、
困
難
で
あ
り
む
し
ろ
不
可
能
に
近
い
。
そ
こ
で
代
表
に
よ
る
政
治
が
要
請
さ
れ
る
が
、
そ

の
場
合
、
国
民
と
代
表
と
の
関
係
は
強
制
的
委
任
関
係
に
た
た
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
、
と
す
る
の
で
あ
る
。

　
第
三
は
、
政
党
代
表
制
論
（
勺
①
『
仲
声
ω
P
〕
P
）
で
あ
る
。
こ
の
政
党
代
表
論
は
、
圧
力
団
体
や
選
挙
人
の
議
論
に
耳
を
傾
け
な
け
れ
ば
な
ら
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な
い
こ
と
、
ま
た
、
党
内
に
お
い
て
自
己
の
意
見
表
明
を
な
す
べ
き
こ
と
を
認
め
る
が
、
し
か
し
、
最
終
的
に
は
、
党
の
指
示
に
し
た
が

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
代
表
者
は
そ
の
所
属
す
る
党
を
代
表
す
る
こ
と
が
な
に
よ
り
も
重
要
で
あ
る
、
と
い
う
見
解
で
あ

る
。　

D
・
ジ
ュ
ン
シ
ュ
に
よ
れ
ぽ
、
こ
れ
ら
の
代
表
制
論
の
う
ち
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
、
選
挙
法
制
お
よ
び
現
実
の
政
党
の
状
況
を
み
る
限

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

り
、
第
三
で
示
し
た
政
党
代
表
制
が
基
礎
に
な
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、
ω
無
所
属
の
候
補
者
が

議
席
を
獲
得
す
る
の
は
む
ず
か
し
い
。
㈹
選
挙
法
制
が
政
党
中
心
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
政
党
代
表
制
を
根
拠
づ
け
る
。
し
か
し
、
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
け
る
政
党
と
議
員
と
の
関
係
は
党
に
よ
っ
て
異
っ
て
い
る
、
と
の
批
判
が
あ
る
。
た
し
か
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で

は
、
労
働
党
は
議
員
に
誓
約
を
求
め
、
党
議
員
が
党
の
方
針
に
反
す
る
表
決
行
動
を
と
る
こ
と
を
否
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
国
民
党
も
、

州
に
よ
っ
て
は
党
に
対
し
、
コ
ー
カ
ス
（
○
①
已
o
ロ
゜
。
）
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
事
項
に
し
た
が
う
投
票
を
要
求
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し

て
、
自
由
党
は
、
党
結
成
後
数
年
間
は
誓
約
を
義
務
づ
け
る
試
み
を
し
て
い
た
が
、
こ
ん
に
ち
で
は
党
議
員
は
党
の
方
針
や
組
織
に
拘
束

さ
れ
な
い
の
で
議
会
に
お
い
て
は
自
由
に
代
表
者
と
し
て
行
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
し
て
い
る
状
況
を
み
る
と
き
政
党
代
表
と
は
い

え
な
い
と
い
う
疑
問
も
出
さ
れ
よ
う
。
し
か
し
、
D
・
ジ
ュ
ン
シ
ュ
に
よ
れ
ぽ
、
「
（
自
由
党
）
の
そ
れ
は
タ
テ
マ
エ
に
す
ぎ
ず
、
自
由
党

議
員
は
労
働
党
議
員
と
か
わ
ら
ぬ
統
制
を
受
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
自
由
党
議
員
が
自
分
の
党
の
政
策
や
議
員
に
さ
か
ら
っ
て
反
対
党
に

投
じ
る
の
は
本
当
に
稀
有
な
こ
と
で
あ
る
。
も
し
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
す
れ
ぽ
、
議
員
を
続
け
ら
れ
た
と
し
て
も
、
少
く
と
も
党
内
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

お
け
る
政
治
的
将
来
は
当
選
を
不
確
実
な
も
の
に
す
る
で
あ
ろ
う
」
と
指
摘
す
る
。

　
早
く
か
ら
組
織
政
党
が
存
在
し
な
が
ら
も
一
般
論
と
し
て
い
え
ば
、
政
党
代
表
論
の
観
点
か
ら
の
論
議
が
は
じ
め
ら
れ
た
の
は
、
比
較

的
新
し
く
一
九
世
紀
後
半
か
ら
二
〇
世
紀
に
は
い
っ
て
の
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
一
八
八
四
年
の
第
三
次
選
挙
法
の
改

革
に
よ
っ
て
、
労
働
者
階
級
が
登
場
し
、
議
会
制
そ
の
も
の
を
大
き
く
変
え
て
い
く
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
A
・
H
・
バ
ー
チ
（
〉
°
国
◆
切
一
吟
o
庁
）
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が
「
代
表
と
責
任
政
治
」
（
戸
⑦
買
8
。
艮
良
く
而
①
え
勾
。
。
・
u
。
づ
切
［
三
。
○
。
＜
。
；
日
①
昇
」
㊤
鳶
）
に
お
い
て
、
「
各
議
員
は
急
速
に
有
権
者

の
拡
大
が
は
か
ら
れ
た
た
め
有
権
者
の
意
思
を
代
弁
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
有
権
者
は
政
党
を
近
代
化
し
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

の
政
党
組
織
を
是
認
し
て
支
持
し
て
い
く
と
い
う
方
向
を
と
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
」
と
。
そ
し
て
ま
た
、
二
〇
世
紀
初
頭
の
保
守

党
、
労
働
党
の
か
な
り
厳
格
な
規
律
を
み
て
、
さ
ら
に
、
A
・
H
・
バ
ー
チ
は
、
「
個
々
の
議
員
は
議
会
に
お
い
て
自
分
の
党
を
支
持
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

る
義
務
を
持
つ
。
彼
ら
が
党
の
政
策
に
も
と
つ
い
て
選
出
さ
れ
て
お
り
」
、
彼
ら
の
個
々
人
の
意
見
は
（
良
心
の
問
題
が
か
ら
ん
で
い
な
い

時
に
は
）
あ
ま
り
意
味
が
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
と
の
べ
て
い
た
が
、
こ
う
し
た
主
張
は
政
党
代
表
論
が
前
提
に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
し
か
し
、
政
党
代
表
の
方
向
が
出
さ
れ
て
き
た
と
は
い
え
、
そ
の
政
党
代
表
制
の
確
立
が
議
会
に
と
っ
て
変
る
と
い
う
こ
と
を
意
味

す
る
も
の
で
は
決
し
て
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

三ム
6冊律

三
、
選
挙
権
と
強
制
投
票
（
○
。
日
苫
デ
。
q
＜
。
晋
σ
q
）

法

　
南
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
州
は
、
一
八
九
四
年
に
す
べ
て
の
成
人
に
普
通
選
挙
権
（
〉
匹
巳
け
Q
り
已
串
①
σ
q
。
）
を
認
め
た
最
初
の
植
民
地
で
あ
っ

た
。
そ
の
後
、
一
九
〇
九
年
ま
で
の
間
に
州
の
す
べ
て
の
下
院
と
連
邦
の
上
院
と
下
院
で
普
通
選
挙
制
に
よ
る
選
挙
が
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
残
さ
れ
て
い
た
南
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
州
の
上
院
は
一
九
七
三
年
に
、
ニ
ュ
ー
・
サ
ウ
ス
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
州
の
上
院
は
一
九
七
八

　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

年
に
実
施
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、
す
べ
て
国
民
の
成
人
に
よ
る
普
通
選
挙
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

連
邦
レ
ベ
ル
の
選
挙
に
関
し
て
い
え
ぽ
、
選
挙
権
年
齢
は
、
一
九
七
三
年
に
一
二
歳
か
ら
一
八
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、

一
八
歳
以
上
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
市
民
（
け
プ
O
　
O
｛
↓
…
N
O
白
o
力
）
で
六
か
月
以
上
引
続
い
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
在
住
し
て
い
る
者
お
よ
び

一
九
八
四
年
一
月
二
五
日
に
在
住
登
録
を
し
て
い
る
イ
ギ
リ
ス
臣
民
で
欠
格
事
由
に
該
当
し
な
い
者
は
選
挙
権
を
有
す
る
。
欠
格
事
由
と
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は
、
精
神
異
常
者
、
叛
逆
罪
に
よ
り
公
権
を
剥
奪
さ
れ
た
者
、
法
に
よ
り
処
罰
さ
れ
る
よ
う
な
犯
罪
を
犯
し
一
年
以
上
の
懲
役
に
処
せ

ら
れ
た
者
、
ま
た
刑
に
服
し
て
い
る
者
な
ど
が
該
当
す
る
。
な
お
、
外
国
か
ら
の
移
住
者
が
選
挙
権
を
得
る
た
め
に
は
最
低
三
年
間
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
に
居
住
す
る
こ
と
が
要
件
と
さ
れ
る
。

　
選
挙
権
は
、
連
邦
・
州
選
挙
の
い
ず
れ
も
一
人
一
票
の
原
則
を
適
用
し
て
い
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
選
挙
人
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

選
挙
へ
の
参
加
は
、
権
利
で
は
な
く
義
務
（
強
制
）
と
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
強
制
と
は
、
法
的
制
裁
に
よ
っ
て
裏
づ
け
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

れ
る
強
制
登
録
（
O
O
日
唱
巳
む
・
。
日
①
旨
。
一
日
。
巳
）
と
投
票
所
へ
の
強
制
出
頭
（
O
o
日
u
巳
゜
。
o
蔓
①
詳
①
づ
△
§
8
）
を
意
味
す
る
が
、
こ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

ら
を
一
括
し
て
、
一
般
に
強
制
投
票
（
O
o
日
唱
巳
゜
・
o
蔓
く
o
↓
芦
ぬ
）
と
呼
ん
で
い
る
。
つ
ま
り
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
投
票
へ
の
強
制

で
は
も
ち
ろ
ん
な
く
、
強
制
登
録
と
投
票
所
へ
の
強
制
出
頭
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
　
「
ひ
と
た
び
投
票
所
へ
投
票
者
が
出
向
い
て
い
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
た
な
ら
ぽ
、
そ
し
て
、
新
し
い
投
票
用
紙
を
受
け
取
っ
た
な
ら
ぽ
法
的
に
そ
れ
以
上
の
強
制
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
」

も
し
、
投
票
内
容
に
つ
い
て
の
強
制
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
れ
ぽ
、
投
票
の
自
由
は
侵
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
で
は
、
こ
の
よ
う
な
投
票
強
制
を
定
め
て
い
る
が
こ
の
規
定
を
無
視
し
正
当
な
理
由
も
な
く
投
票
を
拒
ん
だ
者
は
法
律
違
反
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

罰
金
（
五
〇
豪
ド
ル
）
が
課
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
点
で
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
選
挙
権
の
行
使
を
義
務
と
考
え
る
ア
ン
グ
ロ
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

サ
ク
ソ
ン
系
の
唯
一
の
国
で
あ
る
。
こ
の
強
制
投
票
を
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
採
用
し
た
歴
史
は
古
く
州
で
は
一
九
一
九
年
の
ク
イ
ー
ズ
ラ

ン
ド
州
議
会
選
挙
が
最
初
で
あ
り
、
一
九
四
二
年
ま
で
に
す
べ
て
の
州
議
会
選
挙
で
採
用
さ
れ
て
い
る
。

　
連
邦
レ
ベ
ル
で
は
、
一
九
二
四
年
に
議
員
立
法
に
よ
り
全
政
党
の
支
持
を
得
て
強
制
投
票
へ
の
改
正
が
行
わ
れ
、
一
九
二
五
年
＝
月

一
四
日
の
連
邦
議
会
議
員
選
挙
か
ら
実
施
さ
れ
、
こ
ん
に
ち
に
い
た
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
強
制
投
票
制
の
確
立
に
よ
っ
て
投
票
率

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

は
、
一
九
二
五
年
以
来
九
〇
％
を
越
え
、
近
年
で
は
九
五
％
前
後
を
維
持
し
て
い
る
。
と
く
に
そ
れ
は
婦
人
の
投
票
率
を
大
幅
に
引
き
上

げ
る
こ
と
に
成
功
し
た
と
い
わ
れ
る
。
し
か
し
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、
こ
の
よ
う
な
強
制
投
票
の
採
用
が
民
主
的
な
も
の
か
否
か
に
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ヘ
　
　
　
へ

つ
い
て
の
回
答
を
さ
け
つ
つ
、
そ
の
功
罪
に
つ
い
て
は
多
く
の
学
者
に
よ
っ
て
の
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
諸
学
者
の
見
解
を
ま
と
め
る
と

大
よ
そ
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
鯨
．
強
制
投
票
制
の
支
持
者
は
い
う
・
竺
に
・
政
党
が
投
票
勧
誘
に
時
間
と
費
用
を
か
け
な
い
で
済
む
。
投

票
所
に
む
か
わ
せ
る
努
力
が
必
要
で
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
投
票
者
を
い
か
に
し
て
自
分
た
ち
の
支
持
者
に
さ
せ
る
か
に
各
党
．
候
補

者
は
専
念
で
き
る
。
第
二
に
、
す
べ
て
の
国
民
が
、
代
表
者
の
決
定
に
参
加
し
、
そ
の
結
果
特
殊
な
利
害
を
も
つ
一
部
の
者
に
権
利
を
一

人
じ
め
さ
せ
な
い
条
件
を
つ
く
り
出
す
こ
と
で
あ
る
。
第
三
に
、
投
票
所
へ
む
か
わ
せ
る
投
票
強
制
は
投
票
に
参
加
す
る
こ
と
の
少
な
い

労
働
党
に
有
利
と
な
る
。
第
四
に
、
選
挙
運
動
に
お
い
て
固
定
支
持
層
に
投
票
を
促
す
よ
り
も
浮
動
票
を
獲
得
す
る
の
に
精
力
を
費
や

す
。
第
五
に
、
投
票
強
制
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
多
く
の
国
民
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
政
治
問
題
や
選
挙
問
題
に
つ
い
て
も
真
剣
に

考
え
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
こ
の
こ
と
は
簡
単
に
証
明
し
に
く
い
が
、
一
応
の
理
解
と
し
て
は
可
能
で
あ
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
、
選
挙
委

員
会
に
お
い
て
も
、
強
制
投
票
を
採
用
す
る
以
上
、
不
在
者
投
票
に
つ
い
て
も
十
分
な
眼
く
ば
り
が
必
要
と
な
る
。
と
く
に
郵
便
投
票

（
㊥
o
‘
・
吟
巴
く
o
↓
。
）
は
重
要
で
あ
る
。
現
在
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
選
挙
人
を
対
象
に
郵
便
投
票
制
を
設
け
て
い
る
。
選
挙
の
日
に
登
録
州
外

に
い
る
選
挙
人
、
選
挙
日
当
日
投
票
所
か
ら
八
キ
ロ
以
上
離
れ
て
い
る
有
権
者
、
旅
行
を
予
定
し
て
い
る
有
権
者
、
重
病
者
や
負
傷
な
ど

で
動
け
な
い
有
権
者
、
出
産
予
定
日
を
間
近
に
ひ
か
え
て
い
る
有
権
者
、
宗
教
上
の
信
仰
の
た
め
に
投
票
所
へ
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
有

権
者
な
ど
で
あ
輸
．
そ
の
ほ
か
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ア
7
・
バ
・
ク
（
奥
地
）
に
住
む
有
権
者
の
た
め
腸
動
投
票
所
も
用
意
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
選
挙
人
に
対
す
る
投
票
強
制
に
応
え
る
対
応
と
し
て
の
周
到
な
準
備
を
示
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
い
え
よ

う
。　

こ
れ
に
対
し
、
強
制
投
票
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
批
判
が
あ
る
。
そ
の
第
一
は
有
権
者
が
誰
れ
に
も
投
票
を
し
た
く
な
い
と
考
え

た
場
合
、
投
票
し
な
い
権
利
が
み
と
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
強
制
投
票
は
投
票
の
自
由
を
奪
う
こ
と
に
な
る
。
第

二
に
、
投
票
に
関
心
の
な
い
者
、
あ
る
い
は
何
の
知
識
を
も
た
な
い
者
に
も
投
票
を
強
制
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
第
三
に
、
強
制
投
票
を
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認
め
る
と
政
府
を
選
択
す
る
こ
と
の
無
知
、
無
関
心
な
人
々
に
政
治
を
委
ね
る
可
能
性
が
高
い
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
強
制
投
票
の
反

対
者
に
対
し
、
再
反
論
と
し
て
、
第
一
に
、
投
票
の
強
制
は
、
投
票
の
自
由
を
失
う
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
投
票
所
に
出
か
け
て
も
投
票
す

る
意
思
の
な
い
者
は
そ
の
場
で
棄
権
す
る
自
由
が
保
障
さ
れ
て
い
る
し
、
ま
た
、
投
票
に
参
加
し
た
場
合
に
は
無
効
と
な
る
方
法
を
と
れ

て
い
れ
ぽ
よ
い
と
主
張
す
る
。

　
強
制
投
票
に
つ
い
て
学
界
等
で
は
、
賛
否
両
論
が
な
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
各
政
党
は
反
対
の
意
向
を
示
し
た
こ
と
は
な
か

っ
た
。
国
民
も
強
制
投
票
に
は
満
足
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
世
論
調
査
で
は
、
　
「
強
制
投
票
制
が
多
く
の
支
持
を
得
て
い

る
実
態
を
示
す
と
と
も
に
、
選
挙
日
に
選
挙
の
争
点
に
つ
い
て
知
識
が
な
い
有
権
者
が
い
た
と
し
て
も
、
全
有
権
者
が
投
票
す
る
こ
と
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

体
が
重
要
で
あ
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
」
と
報
じ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
選
挙
人
の
強
制
投
票
の
実
施
に
は
投
票
運
動
の
自

由
、
投
票
の
方
法
な
ど
が
有
権
者
に
十
分
保
障
さ
れ
て
い
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　
ま
た
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、
憲
法
改
正
に
は
国
民
投
票
（
『
O
｛
①
「
O
白
匹
ρ
白
］
）
が
必
要
で
あ
る
が
、
そ
の
国
民
投
票
に
も
強
制
投
票

制
を
採
用
し
て
い
る
。
こ
の
結
果
、
選
挙
の
争
点
と
な
る
内
容
の
知
ら
な
い
人
や
投
票
に
気
乗
り
の
し
な
い
人
を
投
票
に
か
り
出
す
こ
と

に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
国
民
投
票
の
場
合
の
投
票
強
制
は
、
反
対
票
に
投
ず
る
確
率
が
高
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
国
民
投
票
は

与
党
側
の
主
張
を
肯
定
し
が
ち
で
あ
る
、
と
す
る
見
解
も
あ
る
。
こ
の
強
制
投
票
は
、
一
九
〇
一
年
の
連
邦
結
成
以
来
こ
ん
に
ち
ま
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

三
八
件
の
憲
法
改
正
案
に
つ
い
て
国
民
投
票
が
行
わ
れ
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
そ
の
う
ち
八
件
が
成
立
し
て
い
る
。
わ
け
て
も
、
近
年
行

わ
れ
た
一
九
八
四
年
の
国
民
投
票
に
お
い
て
も
否
決
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
ω
上
院
の
任
期
を
固
定
し
た
も
の
と
は
せ
ず
、
上
院
の

選
挙
と
下
院
の
選
挙
が
常
に
同
じ
日
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
改
正
す
る
と
い
う
案
と
、
㈹
連
邦
政
府
も
州
も
権
限
を
互
に
委
ね
る
よ
う
に

す
る
と
の
改
正
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
け
る
国
民
投
票
は
必
ず
し
も
、
与
党
側
に
有
利
で
あ
る
と
は
い

え
な
い
と
い
う
こ
と
が
い
え
よ
う
。
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四
、
選
挙
区
制
と
区
割
委
員

叢論律法

　
人
口
が
増
加
す
れ
ぽ
、
選
挙
人
の
数
に
応
じ
て
選
挙
区
の
議
席
数
を
変
更
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
憲
法
で
は
、
下
院
議
員
の
定
数
を
上
院
議
員
定
数
の
お
よ
そ
二
倍
に
す
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
（
二
四
条
）
。

選
挙
区
境
界
線
の
決
定
、
選
挙
運
動
の
制
限
な
ど
詳
細
事
項
は
連
邦
選
挙
法
（
〉
自
o
◎
↓
『
①
一
一
〇
b
「
　
蘭
▽
一
①
O
↓
声
O
白
O
一
　
》
6
⇔
　
　
H
O
べ
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
W
）
で
定
め
る
。

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、
そ
の
選
挙
法
を
受
け
て
連
邦
選
挙
を
管
理
、
執
行
す
る
の
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
選
挙
委
員
会
（
庄
。
〉
已
叩

件
冨
一
鼠
目
国
一
㊦
9
自
巴
O
o
日
巨
。
。
・
・
｛
o
ロ
）
と
い
っ
た
独
立
の
機
関
で
あ
る
。
こ
の
選
挙
委
員
会
は
三
人
で
構
成
さ
れ
る
。
長
に
は
非
常
勤
で

あ
る
が
裁
判
官
が
な
り
、
他
の
一
人
は
非
常
勤
と
し
て
政
府
部
門
の
長
、
さ
ら
に
は
常
勤
と
し
て
首
席
執
行
官
（
O
ゲ
剛
O
｛
　
O
⑦
×
O
已
仲
声
く
O
）

が
あ
た
る
。
こ
の
委
員
会
は
一
九
八
四
年
に
、
一
九
〇
二
年
以
来
存
在
し
て
い
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
選
挙
局
（
》
已
ω
茸
巴
一
昌
巴
。
。
8
『
巴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

○
田
。
o
）
を
改
組
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
選
挙
委
員
会
の
具
体
的
権
能
は
、
ω
選
挙
の
名
簿
を
管
理
し
、
ω
強
制
登
録
と
投
票
の
実
施
を
指
揮
し
、
圃
上
院
・
下
院
の
メ
ン
バ
ー

の
た
め
の
選
挙
事
務
を
行
い
、
そ
し
て
ま
た
、
㈹
憲
法
改
正
す
る
た
め
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
事
務
を
行
う
。
ま
た
、
選
挙
委
員
会
は
、
選

挙
に
関
心
を
持
た
す
た
め
の
教
育
か
つ
情
報
計
画
と
選
挙
に
際
し
て
の
争
点
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
の
ほ
か
、
政
党
の
公
費
に
つ
い
て
定

め
る
立
法
を
管
理
し
、
選
挙
区
割
の
定
期
的
配
分
に
責
任
を
持
つ
な
ど
非
常
に
広
汎
な
も
の
を
有
し
て
い
る
。

　
選
挙
委
員
会
に
よ
っ
て
各
州
に
議
席
数
が
割
り
当
て
ら
れ
る
と
、
各
州
で
は
そ
の
議
席
数
を
選
出
す
る
適
切
な
選
挙
区
を
画
定
す
る
区

割
委
員
を
各
州
ご
と
に
任
命
す
る
。
そ
の
委
員
は
四
人
で
あ
り
、
そ
の
一
人
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
選
挙
委
員
長
（
＞
5
茸
巴
芦
白
国
一
。
9
マ

吟
巴
O
o
日
日
゜
・
°
・
合
目
雲
）
で
あ
り
、
他
は
各
州
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
選
挙
書
記
（
〉
已
゜
。
障
巴
芦
白
国
。
9
0
『
巴
○
由
・
魯
）
、
監
査
長
官
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（
3
1
）

（
〉
已
巳
」
吟
O
『
1
（
甲
O
⇒
O
内
⑪
一
）
お
よ
び
査
察
長
官
（
c
り
旨
く
。
喝
o
亨
○
。
コ
9
巴
）
で
あ
る
。
首
都
特
別
地
域
の
区
割
委
員
は
、
連
邦
選
挙
委
員
、

首
都
特
別
地
域
の
首
席
選
挙
管
理
官
（
ω
。
巳
O
『
O
戸
己
む
。
日
ロ
巴
勺
①
巨
「
ロ
日
σ
q
O
密
8
）
、
連
邦
査
察
長
官
（
Q
力
ξ
＜
而
望
○
亨
○
。
目
①
珂
巴
）
お
よ

び
首
席
行
政
担
当
官
（
Q
o
o
巳
o
『
㊥
已
窪
［
○
○
田
8
『
乙
o
g
毒
巳
）
か
ら
な
る
。
各
州
お
よ
び
首
都
特
別
地
域
の
区
割
策
定
の
命
を
受
け
た
区

割
委
員
は
、
つ
ぎ
の
点
を
考
慮
し
区
割
画
定
の
活
動
に
は
い
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
て
い
る
。
区
割
委
員
は
④
地
区
内
の
経
済
的
、
社
会
的

か
つ
地
理
的
な
利
害
の
状
況
、
O
地
区
内
の
運
輸
か
つ
交
通
手
段
の
状
況
、
θ
州
内
の
人
口
変
化
の
状
況
、
ω
地
区
内
の
地
理
的
条
件
、

θ
現
在
の
選
挙
区
の
状
況
を
考
慮
し
、
さ
ら
に
は
、
ω
三
か
月
以
内
で
上
・
下
各
一
〇
％
の
幅
を
越
え
な
い
範
囲
で
選
挙
区
の
境
界
を
線

引
き
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　
選
挙
区
の
画
定
（
線
引
）
が
終
る
と
、
区
割
委
員
は
選
挙
委
員
会
に
そ
の
案
を
提
出
す
る
。
そ
の
過
程
で
選
挙
人
は
、
そ
の
区
割
案
に

対
し
て
不
服
が
あ
れ
ぽ
、
区
割
委
員
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
選
挙
委
員
会
の
二
人
の
メ
ン
バ
ー
を
プ
ラ
ス
し
た
紛
争
選
挙
委
員
会
（
》
⇒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

》
已
φ
日
①
巳
而
江
巴
。
。
8
屋
一
〇
。
目
巨
ω
ω
一
8
）
に
申
し
た
て
る
こ
と
が
で
き
る
。
紛
争
委
員
会
は
そ
の
反
対
意
見
等
を
審
査
す
る
。
で
き

あ
が
っ
た
案
に
つ
い
て
は
、
議
会
は
変
更
し
た
り
、
拒
否
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
一
九
八
四
年
の
改
正
ま
で
は
、
案
が
で
き
あ

が
っ
た
後
に
お
い
て
も
、
議
会
に
提
出
さ
れ
る
と
議
員
は
自
由
に
手
を
加
え
、
場
合
に
よ
っ
て
は
拒
否
権
を
連
邦
議
会
が
行
使
す
る
こ
と

　
　
　
（
3
3
）

が
で
き
た
が
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
で
き
な
く
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
議
会
で
は
区
割
の
線
引
が
選
挙
に
悪
影
響
を
お
よ
ぼ
す
と
思

わ
れ
る
よ
う
な
再
配
分
が
み
ら
れ
る
場
合
で
も
、
選
挙
区
の
再
配
分
に
は
反
対
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

　
選
挙
区
制
の
不
平
等
を
是
正
す
る
た
め
の
裁
判
所
へ
の
道
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
現
在
の
と
こ
ろ
有
権
者
が
裁
判
所
へ
訴
る
道
は
開
か

れ
て
い
な
い
。
換
言
す
れ
ば
、
裁
判
所
が
一
選
挙
区
の
選
挙
人
数
の
平
等
を
確
保
す
べ
き
で
あ
る
と
命
じ
た
り
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

し
か
し
、
州
の
場
合
に
は
一
票
の
価
値
の
原
理
を
法
制
化
し
よ
う
と
す
る
政
党
が
散
見
さ
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
、
と
く
に
州
政
府
で
は
、
歴
史
的
に
遡
っ
て
み
る
と
、
不
平
等
な
議
席
配
分
を
一
貫
し
て
し
か
も
意
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図
的
に
行
っ
て
き
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
と
く
に
、
州
政
府
は
農
村
地
域
、
非
都
市
地
域
に
有
利
な
選
挙
区
割
の
作
成
に
終
始
し
て
き
て

い
る
。
こ
の
区
割
配
分
は
労
働
党
に
と
っ
て
は
不
利
で
あ
っ
た
。
現
在
の
時
点
（
一
九
八
四
年
）
で
も
、
実
質
的
に
価
値
の
平
等
を
あ
ら

わ
し
て
い
る
区
割
シ
ス
テ
ム
は
タ
ス
マ
ニ
ア
州
と
憲
法
上
制
度
化
さ
れ
て
い
る
南
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
州
以
外
は
多
か
れ
少
な
か
れ
不
平
等

な
配
分
が
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
ゲ
リ
マ
ン
ダ
ー
と
い
う
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
不
平
等
議
席
配
分
（
号
一
一
ぴ
。
目
。
吟
。

邑
§
°
旨
ー
葺
）
な
の
で
あ
題
と
い
わ
れ
る
・
た
と
え
ぽ
、
一
九
六
八
年
八
月
に
南
オ
ム
・
言
ア
州
で
選
挙
が
行
わ
れ
た

が
、
そ
の
時
に
は
農
村
地
域
で
の
一
票
は
平
均
し
て
都
市
地
域
で
の
三
倍
の
投
票
価
値
の
較
差
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

州
で
の
一
九
七
七
年
の
選
挙
で
は
、
州
の
全
登
録
者
の
六
六
％
を
占
め
た
大
都
市
地
域
で
の
議
席
占
有
率
は
四
九
％
し
か
な
く
、
選
挙
区

議
席
数
は
五
五
議
席
の
う
ち
二
七
議
席
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
全
議
席
の
半
分
に
も
満
た
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
農
業
地
域

で
の
全
登
録
者
数
は
三
〇
％
で
あ
る
が
、
議
席
占
有
率
は
全
体
の
四
四
％
と
な
り
、
北
西
地
域
で
の
全
登
録
者
数
は
四
％
で
あ
り
、
議
席

占
有
率
は
全
体
の
七
％
で
あ
っ
た
。
農
村
地
域
の
有
利
さ
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
一
九
七
四
年
の
連
邦
選
挙
法
の
改
定
を
受
け
て
、
一
九
七
五
年
に
南
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
州
で
は
投
票
が
同
じ
価
値
を
持
つ
べ

き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
州
憲
法
で
定
め
る
に
い
た
っ
た
が
、
い
ま
だ
不
平
等
な
議
席
配
分
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

五
、
選
挙
区
制
の
特
質

　
民
主
的
選
挙
で
あ
る
と
い
う
た
め
に
は
一
般
に
三
つ
の
要
件
を
み
た
さ
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
。
第
一
は
、
選
挙
人
の
過
半
数

の
意
思
を
公
正
に
反
映
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
第
二
は
、
議
会
に
お
け
る
過
半
数
の
支
持
を
も
つ
政
府
を
つ
く
り
出
す
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
そ
し
て
第
三
は
、
選
挙
制
度
の
理
解
と
運
用
が
容
易
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
三
つ
の
要
件
を
み
た
す
た
め
の
選



挙
区
制
を
ど
う
つ
く
り
あ
げ
る
か
と
な
る
と
容
易
で
は
な
い
。

応
え
る
た
め
に
最
も
注
意
深
く
検
討
さ
れ
て
い
る
国
で
あ
輪
。
）

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
代
表
選
出
機
能
で
あ
る
選
挙
制
度
は
、
こ
の
目
的
に
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⇒
　
下
院
の
選
挙
区
制
（
選
挙
方
法
）

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
下
院
議
員
の
選
挙
は
、
一
九
一
七
年
ま
で
は
イ
ギ
リ
ス
、
カ
ナ
ダ
、
ア
メ
リ
カ
、
ニ
ュ
ー
・
ジ
ラ
ン
ド
の
よ
う
に

「
小
肇
区
相
対
的
多
数
投
票
制
」
（
瓢
曇
も
‖
・
庄
。
ε
。
・
け
c
・
∨
°
・
叶
§
。
｛
＜
。
旨
σ
・
）
を
採
用
し
て
い
俺
一
九
天
年
の
改
正
に

よ
っ
て
優
先
順
位
付
連
記
投
票
制
（
勺
苫
｛
⑦
器
艮
」
巴
く
o
↓
芦
φ
）
を
採
用
し
た
。
こ
の
制
度
は
、
有
権
者
に
そ
の
選
挙
区
の
候
補
者
全
員

に
つ
い
て
好
ま
し
い
順
位
を
つ
け
る
方
法
で
あ
る
。
こ
の
制
度
の
目
的
は
、
選
挙
人
に
幅
の
あ
る
選
択
を
さ
せ
る
と
同
時
に
、
自
分
の
意

識
や
知
識
を
投
票
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
方
法
と
し
て
は
、
ま
ず
、
投
票
リ
ス
ト
に
順
位
を
付
け
て
投
票
す
る
。
第
一
順
位

の
候
補
者
が
有
効
投
票
の
過
半
数
を
得
れ
ぽ
当
選
と
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
有
効
投
票
の
過
半
数
を
得
た
候
補
者
が
い
な
い
場
合
に
つ
ぎ
の

よ
う
な
方
法
が
と
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
あ
る
選
挙
人
が
投
票
リ
ス
ト
の
一
位
と
し
て
選
ん
だ
候
補
が
得
票
数
で
最
下
位
に

な
っ
た
場
合
、
そ
の
最
下
位
の
候
補
者
の
得
票
を
投
票
リ
ス
ト
か
ら
は
ず
す
。
つ
ぎ
に
そ
の
は
ず
さ
れ
た
候
補
者
の
票
を
開
票
し
、
そ
の

各
票
に
記
さ
れ
て
い
る
第
二
順
位
の
候
補
者
に
そ
の
票
を
配
分
す
る
。
そ
れ
で
も
過
半
数
に
達
す
る
当
選
者
が
出
な
い
場
合
は
、
そ
の
次

に
得
票
数
の
少
な
い
候
補
者
の
票
を
開
票
し
、
同
じ
よ
う
な
手
続
で
他
の
第
二
順
位
の
候
補
者
に
配
分
す
る
。
こ
の
方
法
を
あ
る
特
定
の

候
補
者
が
過
半
数
を
得
る
ま
で
繰
り
返
す
こ
と
に
な
る
。
一
つ
の
事
例
を
あ
げ
て
紹
介
し
て
お
こ
う
。
表
A
は
一
九
八
四
年
に
ヴ
ィ
ク
ト

リ
ア
州
の
キ
ャ
セ
イ
（
O
①
゜
。
①
ぺ
）
選
挙
区
で
行
わ
れ
た
優
先
順
位
付
連
記
投
票
制
に
よ
る
投
票
の
結
果
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
に
み
ら
れ
る

小
選
挙
区
相
対
多
数
制
を
採
用
し
た
な
ら
ぽ
、
ス
テ
ィ
ー
ド
マ
ン
（
ω
9
Φ
ユ
日
§
）
が
有
効
投
票
の
第
一
位
と
な
り
当
選
し
た
は
ず
で
あ

る
。
し
か
し
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
優
先
順
位
付
連
記
投
票
制
に
お
い
て
は
過
半
数
を
獲
得
し
な
い
と
当
選
で
き
な
い
。
そ
の
場
合
、
ま
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（表A）下院　ヴクトリア州　キセイ選挙区（Division　of　Casey）

＼←㍍部砲
ハノレノミー

　　　ソン
　（LP）

ステ－ド
　　　　　ナーデラ
（A。劃（DEM）

エ　ノミ　ン

（PPA）
合計

1酬31鋼 馴2罐酬41姦聯酬
　　　l　　l
5640．9057，056
　　　　（％）1（票）1

　
　
簾

候
　
　
－
位

　
　
第
順
票

562
57，　056

562

57，052

　
8
3ト44

P1・！25il37145・ 186

413，895

、．331・99

　　　i2S・269

32
761

48

1，792
3．14

6．97

11・9°5

57，050

　
5
1

1
β
1

79

3，974

310

4，284

45．

　　51

45． 56
18125・393

46．

　　26
47．　430

23125・823

509

25，778

．1．16．5－

26，943

、器ト34

バン票
開票と
分
レイ票
開票と
分

4，　281

57，047

1・，9・・1・・．　　　　　　　　　i2，37・49．

28・85458128・19342…

ツ
開
分

　
　
ラ
票

彰
禦
醐
醗

エ
の
配
グ
の
配
ギ
ト
票
ナ
票
と
　

1当選1　1次点1

（Australian　Electoral　Commissionの報告書より）

ず
当
選
者
を
決
め
る
た
め
に
最
下
位
の
得
票
者
に
な
っ
た
エ
バ
ン
（
団
毛
p
ロ
）

氏
の
得
票
を
リ
ス
ト
か
ら
は
ず
す
。
つ
ぎ
に
、
こ
の
エ
バ
ン
氏
の
票
を
開
票

し
、
各
票
に
記
さ
れ
て
い
る
選
択
順
位
第
二
位
に
印
し
て
あ
る
候
補
者
に
そ

の
票
を
配
分
す
る
。
そ
れ
で
も
過
半
数
に
な
ら
な
い
場
合
は
、
そ
の
つ
ぎ
に

得
票
数
の
少
な
い
グ
レ
イ
（
○
冨
ぺ
）
氏
の
票
を
同
じ
よ
う
な
手
続
で
配
分

す
る
。
こ
の
プ
ロ
セ
ス
は
候
補
者
が
必
要
得
票
数
で
あ
る
五
〇
％
を
超
え
る

ま
で
続
け
ら
れ
る
。
結
果
は
表
A
で
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
ハ
ル
バ
ー
ソ
ン

（
コ
餌
一
く
O
『
切
O
目
）
氏
が
当
選
と
な
る
。
こ
こ
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
ハ
ル
バ

ー
ソ
ン
氏
は
優
先
順
位
第
一
位
の
投
票
で
は
二
位
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
選
出

方
法
に
よ
っ
て
ス
テ
ー
ド
マ
ン
氏
を
抜
い
て
当
選
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で

あ
る
。

　
こ
の
制
度
は
選
挙
人
に
選
択
の
幅
を
与
え
る
と
い
う
点
で
す
ぐ
れ
て
い
る

が
、
二
大
政
党
の
う
ち
労
働
政
党
に
と
っ
て
不
利
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い

る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
D
・
ソ
ロ
モ
ン
教
授
は
、
優
先
順
位
付
連
記
投
票

制
を
小
選
挙
区
相
対
多
数
投
票
制
（
イ
ギ
リ
ス
、
カ
ナ
ダ
、
ア
メ
リ
カ
で
採

用
）
と
比
較
し
な
が
ら
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
例
を
用
い
て
説
明
を
す
る
。
た
と

え
ば
、
あ
る
選
挙
で
労
働
党
が
四
〇
％
、
国
民
党
は
二
五
％
、
自
由
党
二
五

％
の
得
票
を
得
た
と
す
る
。
小
選
挙
区
相
対
多
数
投
票
制
を
と
る
と
、
労
働
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党
は
四
〇
％
の
得
票
率
を
得
て
当
選
と
な
る
が
、
優
先
順
位
付
連
記
投
票
制
で
は
、
労
働
党
の
票
は
過
半
数
に
達
し
な
い
の
で
、
第
三
党

の
自
由
党
が
得
た
二
五
％
の
票
が
解
体
さ
れ
る
。
解
体
さ
れ
た
票
の
内
容
を
み
る
と
労
働
党
が
五
％
で
、
国
民
党
が
二
〇
％
と
い
う
配
分

と
な
っ
て
い
る
。
そ
う
な
る
と
労
働
党
の
票
は
合
計
四
五
％
、
国
民
党
の
票
は
五
五
％
と
な
り
、
国
民
党
の
勝
利
と
な
る
と
い
う
の
で
あ

（
3
8
）

る
。
こ
の
こ
と
を
D
・
ソ
ロ
モ
ン
教
授
は
、
一
九
六
〇
年
代
の
選
挙
を
分
析
し
な
が
ら
実
証
的
に
の
べ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
九
六
〇
年
代

に
は
四
回
の
連
邦
選
挙
が
行
わ
れ
た
。
四
回
の
選
挙
と
も
自
由
・
国
民
党
の
連
合
が
勝
利
を
得
た
が
、
一
九
六
一
年
と
六
九
年
の
場
合
の

票
数
か
ら
み
る
と
、
も
し
選
挙
制
度
が
小
選
挙
区
相
対
多
数
投
票
制
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
労
働
党
が
勝
利
を
収
め
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

し
か
も
、
こ
の
小
選
挙
区
相
対
多
数
投
票
制
に
つ
い
て
、
選
挙
民
の
政
治
的
選
択
を
直
接
に
反
映
し
、
か
つ
最
も
早
く
結
果
が
わ
か
る
、

と
評
価
し
て
い
る
。
だ
が
、
多
く
の
国
民
は
優
先
順
位
付
連
記
投
票
制
を
国
民
に
お
け
る
幅
広
い
選
択
と
、
過
半
数
以
上
得
票
者
を
当
選

者
と
す
る
方
法
と
し
て
、
安
定
し
た
政
府
を
つ
く
り
や
す
く
し
て
い
る
と
し
て
評
価
し
て
い
る
の
で
あ
福
鳴

　
⇒
　
上
院
の
選
挙
区
制

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
け
る
上
院
議
員
の
選
出
方
法
は
、
州
を
一
選
挙
区
と
し
、
各
州
は
最
低
六
議
席
を
争
う
比
例
代
表
制
を
採
用
し

て
い
る
。
比
例
代
表
制
は
、
単
記
委
譲
式
比
例
代
表
制
（
ω
日
σ
q
一
。
吋
8
口
゜
・
｛
。
9
ひ
一
Φ
＜
o
↓
①
。
り
竃
9
日
）
と
政
党
名
簿
式
比
例
代
表
制

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
0
）

（
巴
む
。
古
Q
カ
ペ
。
－
甘
日
）
に
わ
け
ら
れ
る
。
前
者
は
一
九
四
九
年
以
来
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
上
院
選
挙
で
採
用
さ
れ
て
い
る
。
後
者
は
タ
ス

マ
ニ
ア
州
に
お
い
て
一
九
〇
七
年
の
下
院
と
一
九
四
九
年
の
上
院
で
採
用
さ
れ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
上
院
で
は
、
一
九
〇
一
年
以
来
一
九
一
八
年
ま
で
は
相
対
多
数
投
票
制
を
、
一
九
一
九
年
以
来
四
八

年
ま
で
は
優
先
順
位
付
連
記
投
票
制
を
、
一
九
四
九
年
以
来
優
先
順
位
を
加
味
し
た
比
例
代
表
制
、
す
な
わ
ち
単
記
委
譲
式
比
例
代
表
制

を
採
用
し
た
。
こ
れ
は
イ
ギ
リ
ス
の
ヘ
ア
・
ク
ラ
ー
ク
（
国
2
ゆ
Ω
①
完
）
方
式
の
影
響
を
受
け
た
の
で
あ
っ
て
決
し
て
新
し
い
も
の
で
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（
4
1
）

は
な
い
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
初
期
の
議
会
に
お
い
て
も
検
討
さ
れ
導
入
が
示
陵
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
方
法
は
、
①
、
候
補
者
が

当
選
基
数
（
ρ
已
0
9
0
｛
＜
o
甘
）
を
得
た
時
に
当
選
者
と
な
る
。
②
、
当
選
基
数
は
有
効
投
票
数
を
議
席
数
に
一
を
加
え
る
数
で
割
っ
て

算
出
す
る
。
た
と
え
ば
、
一
九
八
三
年
の
上
院
議
員
選
挙
で
、
ニ
ュ
ー
・
サ
ウ
ス
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
州
は
一
〇
人
の
上
院
議
員
を
選
出
し
な

け
れ
ぽ
な
ら
な
か
っ
た
。
当
時
の
有
効
得
票
は
二
、
七
四
一
、
二
六
八
票
で
あ
っ
た
。
こ
こ
か
ら
当
選
基
数
を
計
算
す
る
と
、
二
四
九
、

二
〇
七
票
と
な
る
。

　
　
　
　
（
室
）
　
N
二
松
ふ
㊦
。
。
斗
旨
1
1
ぱ
O
°
N
O
や

　
つ
ぎ
に
、
③
、
候
補
者
別
に
第
一
順
位
票
を
集
計
し
、
当
選
基
数
以
上
の
票
を
獲
得
し
た
者
が
当
選
人
と
な
る
。
④
、
③
に
よ
る
当
選

人
が
定
数
に
満
た
な
い
場
合
に
は
第
一
順
位
を
得
た
当
選
人
の
余
剰
票
を
そ
の
者
に
投
票
し
た
選
挙
人
が
第
二
順
位
と
し
て
指
定
し
た
候

補
者
別
の
比
率
に
応
じ
て
下
位
候
補
者
に
配
分
す
る
。
⑤
、
④
の
過
程
で
当
選
基
準
数
に
達
し
た
当
選
人
の
余
剰
票
を
さ
ら
に
同
じ
方
法

で
下
位
候
補
者
に
配
分
す
る
。
⑥
、
以
上
の
よ
う
な
手
続
を
続
け
た
余
剰
を
分
配
し
て
も
な
お
定
数
が
満
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
下
院
議

員
選
挙
の
場
合
と
同
様
に
、
そ
の
時
点
で
最
下
位
の
得
票
者
の
票
を
解
体
し
、
選
挙
人
が
付
し
た
優
先
順
位
に
し
た
が
っ
て
上
位
候
補
者

に
配
分
し
加
算
す
る
。

　
こ
の
よ
う
な
複
雑
な
投
票
方
法
が
採
用
さ
れ
て
い
る
た
め
、
最
終
結
果
の
判
明
ま
で
三
週
間
程
度
を
要
す
る
の
が
珍
し
く
な
い
。
さ
ら

に
郵
便
投
票
制
も
認
め
て
い
る
こ
と
か
ら
一
層
の
遅
れ
を
生
じ
て
い
る
。
一
九
七
四
年
五
月
選
挙
で
は
、
最
終
確
定
ま
で
約
一
か
月
を
要

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
選
挙
制
度
は
、
支
持
者
に
よ
れ
ぽ
、
第
一
に
、
よ
り
広
く
多
様
な
政
党
の
代
表
を
送
り
込
む
こ
と
が
で
き
る

し
、
第
二
に
、
そ
の
結
果
死
票
が
少
く
な
り
、
不
平
等
な
議
席
配
分
の
可
能
性
が
緩
和
さ
れ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
弱

小
政
党
や
無
所
属
候
補
者
が
当
選
し
や
す
い
と
評
価
し
て
い
る
。
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と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
優
先
順
位
を
加
味
し
た
比
例
代
表
方
式
は
比
例
代
表
制
一
般
に
通
じ
る
問
題
で
あ
る
と
し
な
が
ら
も
、
と
く

に
、
こ
の
比
例
代
表
制
に
対
し
て
つ
ぎ
の
よ
う
な
批
判
が
あ
る
。
第
一
に
、
こ
の
方
法
は
選
挙
人
や
政
党
に
と
っ
て
ぼ
か
り
で
は
な
く
、

選
挙
管
理
委
員
側
に
と
っ
て
も
複
雑
な
方
法
で
あ
る
。
名
簿
式
比
例
代
表
制
に
比
べ
て
も
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
単
記
委
譲
式
比
例
代
表
制

は
よ
り
複
雑
で
あ
る
。
第
二
に
、
比
例
代
表
制
を
用
い
る
と
立
法
機
関
に
お
け
る
政
党
の
拡
散
を
招
く
こ
と
に
な
る
。
そ
の
結
果
、
政
府

は
連
立
密
室
協
定
お
よ
び
小
党
連
合
に
依
存
す
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
第
三
に
連
立
政
権
と
な
る
と
責
任
所
在
の
決
定
は
難
し
い
。

も
し
、
連
立
政
権
が
失
敗
し
た
ら
い
ず
れ
の
政
党
が
政
治
責
任
を
負
う
べ
き
で
あ
る
か
。
つ
ぎ
の
選
挙
で
有
権
者
は
ど
ち
ら
の
政
党
に
投

票
す
れ
ぽ
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
な
ど
、
そ
の
事
例
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
求
め
て
厳
し
く
批
判
す
る
。

　
こ
の
よ
う
な
比
例
代
表
制
の
批
判
に
対
し
て
、
D
・
ジ
ュ
ン
シ
ュ
は
い
う
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、
　
「
比
例
代
表
制
を
導
入
す
る
以

前
に
、
ま
ず
政
党
が
自
ら
の
防
衛
を
固
め
、
政
党
へ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
強
化
し
て
い
た
た
め
に
、
ま
た
、
そ
の
他
の
議
院
で
は
小

選
挙
区
制
を
続
け
て
い
た
た
め
に
、
代
表
が
多
く
の
小
政
党
に
拡
散
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
は
起
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
」
と
の
べ
、
複
雑

な
選
挙
と
い
う
視
点
か
ら
「
上
院
選
挙
で
は
投
票
者
は
長
く
て
し
か
も
複
雑
な
投
票
用
紙
に
向
か
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
ど
う
し

て
も
各
党
の
選
挙
手
引
き
が
必
要
と
な
り
、
そ
れ
に
依
存
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
し
、
そ
れ
以
外
の
人
は
連
邦
下
院
の
選
挙
の
場
合
よ

り
も
安
易
に
無
効
投
票
や
ド
ン
キ
ー
ボ
ー
ト
（
ユ
o
算
口
く
o
吟
。
ω
）
な
ど
の
ふ
ま
じ
め
な
投
票
に
走
っ
て
し
ま
う
可
能
性
が
高
い
。
そ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
2
）

ゆ
え
、
上
述
の
極
端
な
政
党
拡
散
は
回
避
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
」
と
。
D
・
シ
ェ
ン
シ
ュ
に
よ
れ
ぽ
、
比
例
代
表
制
も
ナ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
に
お
い
て
は
、
極
端
な
政
党
の
拡
散
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
ほ
ど
に
起
っ
て
い
な
い
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
政
党
は
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
の
強
化
に
つ
と
め
、
ま
た
、
選
挙
の
複
雑
さ
も
、
結
果
的
に
政
党
の
拡
散
を
回
避
す
る
要
因
と
さ
え
な
っ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ

る
。
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六
、
選
挙
運
動
と
選
挙
費
用

叢論律法

　
臼
、
選
挙
運
動
は
、
選
挙
民
に
と
っ
て
は
投
票
直
前
の
三
、
四
週
間
前
、
と
く
に
連
邦
総
督
に
よ
る
公
示
証
明
の
発
行
に
よ
っ
て
開
始

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
3
）

さ
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
本
来
的
に
は
い
つ
は
じ
ま
っ
て
、
い
つ
終
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
選
挙
法
で
定
め
て
い
る
キ
ャ
ン
ペ

｜
ン
の
範
囲
内
で
行
う
限
り
畠
で
あ
穐
し
た
が
・
て
・
各
政
党
は
・
す
で
に
行
わ
れ
繰
返
さ
れ
て
き
蓮
挙
を
分
析
し
、
そ
の
反
省

を
ふ
ま
え
て
つ
ぎ
の
よ
う
な
選
挙
運
動
に
は
い
る
。

　
第
一
に
、
選
挙
が
終
る
と
キ
ャ
ン
ベ
ラ
を
は
じ
め
各
州
都
に
あ
る
す
べ
て
の
党
機
関
は
、
政
治
資
料
の
収
集
、
配
布
、
と
く
に
前
回
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
5
）

選
挙
で
不
十
分
で
あ
っ
た
支
部
組
織
の
再
編
成
な
ど
の
手
直
し
を
は
じ
め
る
。

　
第
二
に
、
各
議
員
は
政
党
の
力
を
利
用
し
て
絶
え
ず
選
挙
活
動
を
行
い
、
つ
ぎ
の
選
挙
で
の
当
選
を
目
ざ
し
た
活
動
を
展
開
す
る
。
政

府
・
与
党
の
選
挙
運
動
は
非
常
に
有
利
で
あ
る
。
と
く
に
政
府
は
任
期
満
了
前
、
選
挙
実
施
日
を
与
党
側
に
有
利
な
形
で
定
め
る
。
各
大

臣
は
自
己
を
ア
ッ
ピ
ー
ル
し
、
報
道
機
関
を
活
用
し
な
が
ら
選
挙
活
動
を
す
る
。
野
党
側
は
当
然
の
こ
と
と
し
て
苦
境
に
左
右
さ
れ
る

が
、
こ
ん
に
ち
で
は
政
府
の
政
策
を
批
判
し
、
独
自
の
政
策
を
対
置
し
て
選
挙
活
動
を
進
め
て
い
く
。

　
第
三
に
、
D
・
ソ
ロ
モ
ン
教
授
に
よ
れ
ぽ
、
つ
ぎ
の
選
挙
で
当
選
圏
外
（
約
五
〇
人
）
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
下
院
候
補
老
の
選
挙
活
動

は
と
く
に
活
発
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
か
れ
ら
は
ω
選
挙
区
の
会
合
に
く
ま
な
く
出
席
し
、
自
己
の
顔
を
売
る
た
め
に
選
挙
民
と
の
交
流

を
は
か
り
、
旬
地
域
で
の
信
望
を
得
る
た
め
に
新
聞
へ
の
ア
ッ
ピ
ー
ル
、
さ
ら
に
㈹
わ
が
国
で
は
禁
止
さ
れ
、
あ
る
い
は
制
限
さ
れ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
6
）

る
文
書
・
図
画
の
自
由
な
頒
布
、
戸
別
訪
問
な
ど
知
名
度
を
得
る
た
め
に
非
常
に
活
発
な
展
開
を
す
る
。

　
第
四
に
、
選
挙
直
前
に
な
る
と
、
そ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
一
層
活
発
で
あ
る
。
政
党
が
表
面
に
で
て
活
動
を
開
始
す
る
。
と
く
に
、
各



317　　　　　　一オーストラリアの選挙法制について

　（B表）　ラジオ（都市、地方局集計） 党
の
党
首
は
政
策
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
も
ち
、
選
挙
綱
領
を
紹
介
し
、
な
か
で
も
全
国
的
組
織
を
も
つ
自
由
党
、
労
働
党
の
党
首
は
、
全
て

の
州
都
や
主
要
都
市
を
ま
わ
り
公
開
の
集
会
に
出
席
す
る
。
ま
た
、
ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
特
別
番
組
へ
の
出
演
、
選
挙

広
告
な
ど
に
も
顔
を
出
さ
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。

　
各
党
の
候
補
者
は
、
党
首
が
発
表
し
た
選
挙
綱
領
を
受
け
て
、
選
挙
綱
領
に
対
す
る
反
応
を
分
析
し
な
が
ら
戦
術
を
組
む
。
選
挙
戦
で

は
選
挙
民
に
支
持
を
訴
え
る
た
め
の
演
説
会
場
が
設
け
ら
れ
、
テ
レ
ビ
な
ど
の
活
用
が
ひ
ん
ば
ん
と
な
る
。
一
九
六
〇
年
代
以
降
各
政
党

は
、
ラ
ジ
オ
．
テ
レ
ビ
広
告
に
力
点
を
お
い
て
き
た
。
D
・
ソ
ロ
モ
ン
教
授
に
よ
る
と
、
各
政
党
が
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
広
告
に
費
や
す
時

間
は
政
党
の
財
力
に
よ
っ
て
異
な
る
。
た
と
え
ぽ
、
一
九
七
六
年
の
デ
ー
タ
で
や
や
古
い
が
、
自
由
党
と
国
民
党
は
、
ラ
ジ
オ
と
テ
レ
ビ

を
二
対
一
以
上
の
割
で
労
働
党
以
上
に
活
用
し
て
い
る
（
B
表
）
。
そ
の
要
し
た
費
用
は
、
一
九
八
三
年
の
連
邦
選
挙
で
大
政
党
は
選
挙

宣伝時間（％）1宣伝費（％）

32．2

52．3

12．2

2．0

1．4

31．2

47．5

17．1

1．5

2．7

党
党
党
党
他

働
由
民
主
の

労
自
国
民
そ

100．0

748．872ドノレ

100．0

257時間56分

合 計

利用時間／費用

テレビジョン（都市、地方局集計）

1宣伝時間（％）f宣伝費（％）

32．6

55．8

11．0

0．5

36．0

37．4

25．　4

1．2

党
党
党
他

働
由
民
の

労
自
国
そ

合 計1　・00・0 100．0

利用時間／費用　94時間3分　3，503，704ドル

（David　Solomon，　Australian’s　government

and　parliament，1977，　pp．132－133）

期
間
中
だ
け
で
大
体
一
、
二
〇
〇
万
ド
ル
（
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
ド
ル
に
よ
る
）
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ

て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
ラ
ジ
オ
と
テ
レ
ビ
に
要
し

た
費
用
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
放
送
局
が
行
う
連

邦
議
会
へ
の
報
告
に
よ
る
と
、
四
三
二
万
五
千
ド

ル
で
あ
り
、
な
か
で
も
テ
レ
ビ
に
は
三
五
〇
万
ド

　
　
　
　
　
　
（
4
7
）

ル
と
な
っ
て
い
る
。

　
な
お
、
党
自
体
の
費
用
で
ま
か
な
う
ラ
ジ
オ
・

テ
レ
ビ
活
動
の
ほ
か
に
、
選
挙
公
営
の
一
つ
と
し

て
、
国
営
放
送
の
無
料
活
用
が
保
障
さ
れ
て
い
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る
。
そ
の
広
告
時
間
は
前
回
の
選
挙
に
お
け
る
各
党
の
得
票
率
に
し
た
が
っ
て
割
り
当
て
ら
れ
る
。

　
⇔
、
こ
の
よ
う
に
政
党
お
よ
び
各
候
補
者
が
選
挙
運
動
に
要
る
す
費
用
は
莫
大
で
あ
る
。
し
か
も
大
半
は
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
の
費
用
に

あ
て
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
選
挙
運
動
費
用
に
対
す
る
反
省
が
一
九
八
三
年
に
選
挙
法
の
改
正
を
生
み
だ
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
資
金

は
、
寄
付
の
み
に
た
よ
ら
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か
も
そ
の
寄
付
基
金
は
、
労
働
党
の
場
合
は
労
働
組
合
か
ら
の
も
の
で
あ
り
、

わ
ず
か
に
企
業
か
ら
寄
付
を
受
け
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
、
自
由
党
と
国
民
党
に
対
す
る
寄
付
は
、
主
と
し
て
企
業
か
ら
の
も
の
で
あ
っ

た
。
し
か
も
、
労
働
組
合
か
ら
の
寄
付
基
金
を
除
く
と
、
政
党
へ
の
寄
付
金
は
秘
密
に
さ
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
政
党
に
対

す
る
企
業
か
ら
の
寄
付
は
見
返
り
と
結
び
つ
く
と
批
判
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
8
）

　
そ
こ
で
、
一
九
八
三
年
選
挙
法
が
改
正
さ
れ
る
が
、
ま
ず
第
一
は
、
公
的
機
関
に
よ
る
候
補
者
へ
の
財
政
援
助
が
認
め
ら
れ
た
。
す
な

わ
ち
、
下
院
議
員
選
挙
で
は
、
政
党
ま
た
は
候
補
者
が
選
挙
で
獲
得
し
た
得
票
数
一
票
に
つ
き
三
〇
セ
ン
ト
、
上
院
議
員
選
挙
で
は
、
下

院
と
の
同
時
選
挙
で
な
さ
れ
る
場
合
は
、
そ
の
得
た
得
票
数
一
票
に
つ
き
三
〇
セ
ン
ト
、
単
独
で
行
わ
れ
た
場
合
は
獲
得
し
た
得
票
数
一

票
に
つ
き
四
五
セ
ン
ト
が
支
払
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
点
で
、
財
政
援
助
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
要
し
た
費
用
の
払
戻
し
と
い
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
9
）

た
方
が
よ
い
か
も
知
れ
な
い
。
ま
た
、
こ
の
金
額
は
定
期
的
に
見
直
さ
れ
る
と
定
め
る
。
た
だ
、
基
金
援
助
を
必
要
と
す
る
要
件
と
し

て
、
政
党
お
よ
び
候
補
者
の
要
し
た
選
挙
費
用
を
超
え
て
国
が
支
払
っ
て
は
な
ら
な
い
し
、
ま
た
、
第
一
優
先
順
位
と
し
て
獲
得
し
た
票

が
選
挙
区
内
の
全
得
票
の
四
％
に
満
た
な
い
候
補
者
に
は
支
払
わ
れ
な
い
と
し
て
い
る
。
費
用
の
要
求
は
投
票
日
の
後
二
〇
日
以
内
に
行

わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
際
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
内
容
に
か
か
っ
た
費
用
に
つ
い
て
の
報
告
の
義
務
を
負
う
。
第
二
は
、
選
挙
期

間
に
候
補
者
お
よ
び
政
党
等
に
対
し
て
な
し
た
寄
付
の
選
挙
委
員
会
へ
の
届
出
と
公
表
義
務
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
選
挙
が

行
わ
れ
た
後
、
個
人
候
補
者
に
は
二
〇
〇
ド
ル
以
上
の
寄
付
、
お
よ
び
政
党
や
上
院
グ
ル
ー
プ
に
対
し
な
し
た
一
、
○
○
○
ド
ル
以
上
の

寄
付
に
つ
い
て
は
寄
付
が
な
さ
れ
た
日
付
、
寄
付
者
の
名
前
と
住
所
が
公
表
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
選
挙
に
関
連
し
な
い
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目
的
で
な
し
た
寄
付
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
な
場
合
で
も
そ
の
寄
付
の
受
け
入
れ
は
違
法
と
な
る
、
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
公
表
規

定
は
政
党
．
候
補
者
を
除
い
た
選
挙
関
係
資
料
を
扱
う
放
送
・
出
版
印
刷
業
者
に
も
、
選
挙
期
間
中
は
適
用
さ
れ
る
、
と
し
て
い
る
。
政

治
に
と
っ
て
重
要
な
選
挙
費
用
に
関
す
る
情
報
を
国
民
の
前
に
公
け
に
す
る
の
は
当
然
な
こ
と
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
第
三
は
、
選
挙
委

員
会
（
巴
o
O
8
日
「
6
0
日
日
后
ω
｛
o
ロ
）
へ
の
政
党
の
登
録
と
登
録
簿
の
保
管
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、

政
党
を
中
心
に
し
た
選
挙
制
度
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
の
結
果
、
選
挙
委
員
会
に
政
党
員
の
全
名
簿
、
政
党
の
略
称
、
政
党
が
選
挙
資
金

を
必
要
と
す
る
か
ど
う
か
を
示
し
、
さ
ら
に
党
則
が
あ
る
場
合
に
は
そ
の
コ
ピ
ー
を
用
意
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
党
員
名
簿
の

提
出
な
ど
は
党
員
の
思
想
、
政
党
支
持
の
自
由
を
害
す
る
こ
と
に
な
り
は
し
な
い
か
問
題
と
な
ろ
う
。

　
ま
た
、
無
所
属
の
候
補
者
が
選
挙
資
金
を
必
要
と
す
る
場
合
に
は
選
挙
用
紙
に
「
無
所
属
」
（
H
昆
B
。
a
①
巳
）
い
う
言
葉
を
印
刷
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
選
挙
委
員
会
へ
登
録
す
る
た
め
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

お
わ
り
に
1
選
挙
制
度
改
革
論

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
選
挙
法
制
の
概
略
と
問
題
点
に
つ
い
て
の
べ
て
き
た
が
、
最
後
に
、
そ
の
改
革
論
に
つ
い
て
、
や
や
整
理
し
た
形

で
の
べ
て
お
き
た
い
。

　
ま
ず
第
一
は
、
強
制
投
票
制
に
つ
い
て
の
廃
止
論
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
多
数
意
見
と
な
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
選
挙
の
自
由
と

い
う
観
点
か
ら
論
議
を
呼
ん
で
い
る
。
本
論
で
す
で
に
そ
の
問
題
点
お
よ
び
功
罪
に
つ
い
て
は
の
べ
て
あ
る
が
、
要
す
る
に
、
強
制
投
票

は
投
票
へ
の
強
制
で
は
な
く
、
強
制
登
録
と
投
票
所
へ
の
強
制
出
頭
で
あ
る
限
り
、
投
票
の
秘
密
を
侵
し
、
か
つ
ま
た
自
由
を
侵
す
も
の

で
は
な
い
、
と
い
う
考
え
方
が
支
配
的
で
あ
る
。
と
く
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
は
、
選
挙
権
の
権
利
的
性
質
と
の
関
係
と
か
、
民
主
的
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な
も
の
か
否
か
と
い
っ
た
理
論
よ
り
も
、
有
権
者
に
選
挙
へ
の
関
心
を
も
た
せ
る
こ
と
や
投
票
所
へ
の
参
加
に
力
点
を
お
い
た
選
挙
制
の

保
障
を
考
え
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
わ
が
国
で
も
か
つ
て
、
強
制
投
票
制
の
採
用
が
唱
道
さ
れ
、
法
律
案
化
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
が

実
現
さ
ず
に
終
・
て
い
菊
．
そ
の
理
由
は
・
選
挙
の
棄
権
に
援
雑
な
要
因
が
あ
り
・
強
制
か
り
出
し
は
か
え
・
透
挙
干
没
情
実

・。

L
収
を
生
み
だ
し
か
ね
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
第
二
に
、
D
・
ソ
ロ
モ
ン
教
授
は
「
〉
已
c
・
口
巴
訂
o
。
°
・
σ
q
O
＜
。
日
日
。
茸
㏄
え
言
庄
①
日
。
巳
」
に
お
い
て
連
邦
選
挙
に
お
け
る
選
挙
区
と

と
も
に
州
選
挙
に
お
け
る
選
挙
区
に
も
「
平
等
選
挙
区
」
の
保
障
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
憲
法
の
下

院
は
「
人
民
に
よ
っ
て
直
接
に
選
挙
さ
れ
た
議
員
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
」
（
二
四
条
）
と
の
規
定
か
ら
、
平
等
選
挙
区

の
原
理
を
導
き
出
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
高
等
法
院
で
は
、
こ
の
よ
う
な
解
釈
を
さ
け
て
き

て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
1
）

　
し
か
し
、
州
選
挙
区
の
レ
ベ
ル
で
は
価
値
の
平
等
を
も
つ
こ
と
を
法
制
化
し
よ
う
と
す
る
政
党
も
み
ら
れ
る
。
D
・
ソ
ロ
モ
ン
教
授

は
、
州
議
会
の
選
挙
区
の
平
等
に
つ
い
て
ふ
れ
、
タ
ス
マ
ニ
ア
州
議
会
は
や
や
公
正
で
あ
る
が
、
最
悪
な
の
は
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
州
議

会
の
上
院
選
挙
区
で
あ
る
と
批
判
を
加
え
る
。
こ
れ
に
対
し
、
定
数
不
均
衡
を
擁
護
す
る
人
々
は
、
地
方
に
住
む
選
挙
人
は
都
市
に
住
む

者
よ
り
多
く
の
権
利
を
も
つ
の
は
当
然
で
あ
る
と
し
て
つ
ぎ
の
よ
う
な
理
由
を
あ
げ
て
い
る
。
ω
農
村
は
富
の
生
産
者
で
あ
る
。
㈹
特

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
2
）

殊
な
問
題
を
か
か
え
て
い
る
。
㈹
距
離
に
は
ば
ま
れ
て
議
会
代
表
と
連
絡
を
す
る
の
に
困
難
さ
が
大
き
い
こ
と
で
あ
る
と
。

　
第
三
に
、
こ
れ
は
労
働
党
の
主
張
で
あ
る
が
、
か
れ
ら
は
下
院
に
お
け
る
選
挙
区
の
価
値
の
不
平
等
の
是
正
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、

よ
い
重
要
な
の
は
投
票
制
度
と
票
の
数
え
方
で
あ
る
と
し
て
、
そ
の
改
革
を
主
張
す
る
。
労
働
党
に
よ
れ
ぽ
、
い
ま
の
投
票
方
法
で
は
五

〇
％
を
越
え
る
得
票
率
を
示
し
て
も
議
席
は
五
〇
％
に
達
し
な
い
。
た
と
え
ぽ
、
労
働
党
は
、
一
九
五
四
年
以
降
五
回
に
わ
た
っ
て
過
半

数
の
議
席
を
得
た
（
優
先
順
位
で
配
分
後
の
集
計
）
が
政
権
を
獲
得
す
る
議
席
を
制
し
た
の
は
二
回
だ
け
で
あ
る
（
過
半
数
の
得
票
を
得
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な
が
ら
議
席
が
過
半
数
に
み
た
な
か
っ
た
の
は
一
九
五
四
年
、
一
九
六
一
年
、
一
九
六
九
年
で
あ
っ
た
）
。
こ
の
こ
と
か
ら
し
ば
し
ぽ
論

議
さ
れ
る
小
選
挙
区
相
対
的
多
数
投
票
制
へ
の
改
革
に
つ
い
て
、
労
働
党
は
自
由
・
国
民
党
の
結
束
と
安
定
多
数
を
生
み
だ
す
こ
と
に
な

り
か
ね
な
い
と
し
て
反
対
の
態
度
を
示
し
、
け
っ
き
ょ
く
、
優
先
順
位
付
投
票
制
に
た
ち
な
が
ら
も
、
そ
の
数
え
方
を
改
革
す
べ
き
で
あ

る
と
す
る
。
し
か
し
、
そ
の
試
案
に
つ
い
て
は
明
確
で
は
な
い
。

　
第
四
に
、
下
院
は
、
現
行
通
り
の
優
先
順
位
付
連
記
投
票
制
を
前
提
に
名
簿
式
比
例
代
表
制
を
付
加
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
主
張
も
あ

る
。
西
ド
イ
ツ
に
類
似
す
る
制
度
の
採
用
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
D
・
エ
イ
ト
キ
、
B
・
ジ
ン
ク
ス
教
授
に
よ
れ
ぽ
、
ま
ず
下
院
議
員
を

現
在
の
一
四
八
人
か
ら
一
七
五
人
に
（
各
州
選
出
の
上
院
議
員
を
各
一
四
人
、
特
別
地
域
選
出
の
上
院
議
員
各
二
人
）
増
員
し
、
そ
の
合

計
の
二
倍
内
に
す
る
。
そ
し
て
、
議
員
構
成
の
う
ち
一
二
四
人
に
つ
い
て
は
現
行
通
り
と
し
、
残
り
の
五
一
人
に
つ
い
て
は
、
各
州
が
提

出
す
る
名
簿
制
に
基
づ
い
て
選
出
す
る
も
の
と
し
、
各
党
は
そ
の
得
票
数
し
た
が
っ
て
議
席
を
獲
得
す
る
方
法
を
採
用
す
べ
き
で
あ
る
と

す
る
。
こ
の
方
法
は
、
価
値
の
平
等
と
い
う
観
点
か
ら
み
れ
ば
、
選
挙
結
果
は
公
平
で
あ
り
、
各
党
は
相
互
に
正
確
に
各
州
に
お
い
て
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
3
）

席
を
獲
得
す
る
こ
と
に
な
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
西
ド
イ
ツ
、
日
本
、
イ
ス
ラ
エ
ル
に
お
い
て
採
用
さ
れ
て
い
る
。

　
第
五
は
、
各
議
員
の
任
期
を
三
年
か
ら
四
年
に
す
べ
き
で
あ
る
と
の
主
張
で
あ
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
D
・
ソ
ロ
モ
ン
教
授
は
、
現

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
4
）

在
の
任
期
で
は
、
選
挙
と
選
挙
の
期
間
が
あ
ま
り
に
短
か
く
、
当
選
し
て
議
員
に
な
る
と
一
年
目
は
議
員
生
活
に
慣
れ
る
こ
と
で
終
り
、

最
後
の
一
年
は
つ
ぎ
の
選
挙
に
時
間
を
つ
い
や
す
。
し
た
が
っ
て
本
来
の
立
法
機
関
と
し
て
の
議
会
の
役
割
は
一
年
間
し
か
で
き
な
い
の

で
あ
る
と
。

　
そ
し
て
第
六
は
、
直
近
の
選
挙
で
得
票
数
に
比
例
し
た
各
政
党
へ
の
資
金
配
分
制
の
導
入
に
つ
い
て
の
主
張
で
あ
る
。
資
金
配
分
の
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
5
）

法
や
例
外
措
置
な
ど
多
く
の
論
議
を
呼
ん
だ
が
、
本
文
で
の
べ
た
よ
う
に
一
九
八
三
年
の
法
改
正
で
一
部
実
現
を
み
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
選
挙
制
度
の
改
革
は
、
い
ず
れ
の
国
に
お
い
て
も
そ
う
で
あ
る
が
、
各
党
の
利
害
と
結
び
つ
き
改
正
を
行
う
こ
と
は
非
常
に
困
難
で
あ
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る
。
し
か
し
、
右
に
の
べ
た
改
革
案
が
す
べ
て
妥
当
で
あ
る
と
い
う
わ
け
で

も
な
い
が
、
他
の
諸
国
に
比
し
て
絶
え
ず
先
駆
的
な
試
み
を
は
か
る
努
力
を

し
て
い
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
あ
る
だ
け
に
、
そ
の
改
革
論
の
一
つ
一
つ
に

わ
れ
わ
れ
研
究
者
は
大
き
な
魅
力
を
お
ぼ
え
る
の
で
あ
る
。
そ
の
点
で
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
は
選
挙
法
制
改
革
の
実
験
場
で
あ
る
と
も
い
え
よ
う
。

（
1
）
　
小
稿
で
は
、
主
と
し
て
連
邦
国
家
の
注
目
す
べ
き
選
挙
制
度
（
秘
密
投

　
　
票
、
投
票
の
方
法
な
ど
）
の
改
革
時
期
を
と
り
あ
げ
て
い
る
が
、
州
選
挙
ま

　
　
で
含
め
て
紹
介
し
て
お
く
と
つ
ぎ
の
よ
う
な
表
田
に
な
る
（
下
院
の
場
合
）
。

（
2
）
　
O
碧
庄
Q
力
巳
o
日
o
P
》
5
茸
巴
｛
餌
ロ
、
°
・
O
o
＜
o
日
日
o
日
陪
且
勺
9
臣
日
窪
〔

　
　
（
ド
q
っ
o
。
ふ
）
“
層
゜
旨
べ
゜
な
お
、
本
書
に
つ
い
て
は
、
川
口
浩
、
竹
田
い
さ
み
訳

　
　
「
現
代
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
政
治
」
（
敬
文
堂
、
一
九
八
二
年
）
の
翻
訳
が
あ

　
　
る
。
本
稿
の
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
旧
版
の
訳
書
を
参
考
と
さ
せ
て
載
き
な
が

　
　
ら
も
、
一
九
八
四
年
の
改
訂
本
を
、
主
と
し
て
参
照
し
引
用
し
た
。

（
3
）
　
一
九
七
〇
年
か
ら
八
七
年
ま
で
の
ヴ
ク
ト
リ
ア
州
の
選
挙
民
が
た
ず
さ
わ

　
　
っ
た
選
挙
を
あ
げ
て
お
こ
う
。

　
　
ω
連
邦
選
挙
。
下
院
選
挙
は
一
九
七
二
年
、
　
一
九
七
四
年
、
一
九
七
五

　
　
年
、
一
九
七
七
年
、
一
九
八
〇
年
、
一
九
八
三
年
、
　
一
九
八
四
年
、
一
九
八

　
　
七
年
に
行
わ
れ
る
。
選
挙
方
法
は
優
先
順
位
付
連
記
投
票
制
（
勺
器
♂
器
ロ
法

　
　
く
o
己
印
σ
q
）
で
あ
る
。
上
院
選
挙
は
一
九
七
〇
年
、
一
九
七
四
年
、
一
九
七
五

　
　
年
、
一
九
七
七
年
、
一
九
八
〇
年
、
一
九
八
三
年
、
　
一
九
八
四
年
、
一
九
八

　
　
七
年
に
行
わ
れ
て
い
る
。
選
挙
方
法
は
比
例
代
表
制
に
よ
る
強
制
的
優
先
順

　
　
位
付
連
記
投
票
制
（
Q
力
日
σ
q
一
。
弓
田
昆
。
日
露
。
く
0
8
ω
蕩
甘
目
Y

（表1）選挙権、普通選挙制等の連邦・州の実施年

優先順位

投票制

票
回
施

投
1

制
第

強
の
実

強　制
登録制

議員の
俸給制

雛麟縮投票韓男子
選挙権

会議

　T926

　1911

　1892

　1929

　1907

P．R．

　1907

　1918

1930

1927

1915

1944

1939

1931

1925

1921

1923

1914

1919

1930

1911

1911

1889

1870

1886

1887

1900

1890

1901

1872

1858

1856

1859

1856

1877

1858

1901

1948

1804

1809

　1905
採用した
ことはな
し・

　1007

　1901
採用した
ことはな
い

1928

1902

1909

1905

1894

1907

1903

1902

1918

1858

1857

1859

1856

1907

1900

1901

イギリス
ニュ・サウス

ウェールズ

ヴクトリア

クィーズ
　　ランド
南オースト
　　ラリア
西オースト
　　ラリア

タスマニア

連邦下院］

（LF．　Crip，　Australian　National　Government，　p．137より引用）
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㈹
州
選
挙
。
下
院
選
挙
は
一
九
七
〇
年
、
一
九
七
三
年
、
一
九
七
六
年
、
一
九
七
九
年
、
一
九
八
二
年
、
一
九
八
五
年
に
行
わ
れ
る
。
選
挙
方

　
　
法
は
強
制
的
優
先
順
位
付
連
記
投
票
制
（
O
o
日
O
巳
゜
・
o
旨
勺
器
汀
苫
巨
…
巴
く
o
江
ロ
σ
q
で
あ
る
。
上
院
選
挙
は
一
九
七
〇
年
、
一
九
七
三
年
、
一
九

　
　
七
六
年
、
一
九
七
九
年
、
一
九
八
二
年
、
一
九
八
五
年
に
行
わ
れ
る
。
選
挙
方
法
は
強
制
的
優
先
順
位
付
連
記
投
票
制
（
O
。
日
勺
巳
。
・
。
蔓
勺
器
｛
。
〒

　
　
o
目
江
巴
く
9
芦
σ
q
）
で
あ
る
。

　
　
　
㈹
地
方
自
治
体
の
選
挙
。
年
に
一
回
で
小
選
挙
区
相
対
多
数
投
票
制
（
因
諺
〔
勺
o
。
。
茸
ゲ
。
勺
o
學
＜
o
⇔
日
σ
q
）
で
行
わ
れ
る
。
他
の
州
も
大
体
同
じ

　
　
で
あ
る
が
、
ク
ィ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
州
の
議
会
は
一
院
制
で
あ
る
の
で
州
選
挙
は
他
の
州
の
一
院
制
の
選
挙
の
分
だ
け
少
な
い
。
な
お
、
こ
れ
に
つ

　
　
い
て
は
O
§
べ
§
，
－
庁
』
ロ
】
印
汁
『
。
旨
吟
…
。
・
8
》
・
・
［
旦
ξ
勺
。
言
・
、
（
お
o
。
戸
）
、
u
°
零
参
照
。
な
お
、
本
稿
の
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
二

　
　
九
八
一
年
の
初
版
本
を
主
と
し
て
参
照
し
、
引
用
し
た
。
近
年
、
第
二
版
と
し
て
大
幅
の
修
正
を
加
え
た
「
〉
ロ
甘
貫
。
合
。
江
。
目
8
》
β
。
・
古
㎏
巴
訂
ロ

　
　
勺
。
嵩
。
江
。
°
。
∨
戸
q
っ
。
。
ふ
N
ロ
匹
江
」
を
「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
治
入
門
」
（
慶
応
通
信
、
一
九
八
五
）
と
し
て
関
根
政
美
、
関
根
薫
の
両
氏
が
翻
訳
さ
れ

　
　
て
い
る
の
で
、
必
要
に
応
じ
て
第
二
版
の
訳
書
も
参
考
に
し
た
。

（
4
）
勺
≒
冨
ロ
⑦
・
〉
・
H
・
＾
§
・
9
・
8
古
汀
〉
巨
邑
ぎ
0
8
・
・
古
ぎ
日
・
】
（
H
㊤
。
・
ω
▽
9
N
よ
二
゜
戸
。
嵐
゜
・
軍
〉
巨
邑
ぎ
乞
§
旦

　
　
O
o
〈
o
日
日
o
目
寸
（
H
O
o
。
昏
▽
廿
．
H
ω
゜

（
5
）
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
憲
法
の
改
正
手
続
（
第
一
二
八
条
）
は
、
第
一
に
、
改
正
案
が
上
・
下
両
院
で
通
過
す
る
こ
と
、
第
二
に
、
全
選
挙
人
の
過

　
　
半
数
の
支
持
と
と
も
に
、
六
州
の
う
ち
少
く
と
も
四
州
の
改
正
支
持
が
必
要
で
あ
る
。

　
　
　
一
九
〇
一
年
三
八
回
の
憲
法
改
正
動
議
が
提
出
さ
れ
、
そ
の
う
ち
改
正
案
が
可
決
さ
れ
た
の
は
八
件
に
す
ぎ
な
い
。
成
功
し
た
修
正
案
は
、
一

　
　
般
に
各
州
政
府
の
関
係
に
影
響
を
お
よ
ぼ
さ
な
い
非
論
争
的
な
も
の
、
あ
る
い
は
州
政
府
・
連
邦
政
府
が
喜
ん
で
同
意
す
る
よ
う
な
問
題
が
多

　
　
い
。
換
言
す
れ
ば
、
連
邦
政
府
の
権
限
を
拡
大
し
た
り
、
特
定
の
経
済
的
・
社
会
的
集
団
に
影
響
を
与
え
る
と
し
て
、
政
党
の
反
対
が
多
い
も
の

　
　
は
否
決
さ
れ
る
傾
向
が
高
い
（
一
）
。
。
ロ
冨
。
ロ
ω
。
亡
】
虻
吾
P
O
心
D
・
ジ
ェ
ン
シ
ュ
（
関
根
政
美
、
関
根
薫
「
前
掲
書
」
三
八
頁
ー
三
九
頁
）
。

（
6
）
　
O
⑦
①
ロ
＞
p
。
ロ
ω
。
亡
戸
宮
工
゜
“
卓
N
N
o
。
“
D
・
ジ
ェ
ン
シ
ュ
（
関
根
政
美
、
関
根
薫
）
「
前
掲
書
」
二
三
八
－
二
三
九
頁
）
。

（
7
）
　
O
雷
ロ
冨
o
ロ
゜
・
6
拝
臣
定
こ
穎
N
忘
゜

（
8
）
　
O
。
①
ロ
」
。
。
昌
・
。
。
巨
【
窪
匙
こ
∨
巴
古
D
・
ジ
ェ
ン
シ
ュ
（
関
根
政
美
、
関
根
薫
）
「
前
掲
書
（
第
二
版
）
」
二
八
〇
頁
。

（
9
）
O
。
§
冨
⑦
匿
6
亡
］
宮
エ
◆
“
o
°
昌
9

（
1
0
）
　
0
9
β
廿
Φ
ロ
。
。
o
主
H
げ
庄
こ
喝
゜
N
H
◎

（
1
1
）
切
靹
呂
①
叶
・
。
・
。
一
ロ
一
・
，
・
昌
。
ヵ
。
旦
㊥
§
。
・
・
§
⑦
ヵ
。
己
・
匡
、
9
日
昆
σ
q
。
↑
§
宮
・
算
ω
N
（
N
）
乏
゜
＜
°
日
買
や
N
°
・
べ
吉
田
善
明
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「
君
主
制
の
今
日
的
傾
向
　
イ
ギ
リ
ス
の
ケ
ー
ス
」
『
現
代
憲
法
の
構
造
』
（
勤
草
書
房
、
一
九
七
九
年
）
三
四
頁
以
下
。

（
1
2
）
　
O
。
p
ロ
冨
0
5
。
甘
H
げ
｛
皇
こ
ロ
巴
Φ
゜

（
1
3
）
　
弓
庁
o
≦
o
済
o
⌒
許
o
担
ぬ
庁
9
国
o
ロ
o
日
匡
o
国
匹
日
已
ロ
江
ロ
已
完
♪
＜
o
一
゜
巳
↑
（
H
。
。
O
。
。
▽
や
ト
。
⇔
吉
田
善
明
「
選
挙
制
度
改
革
の
理
論
」
（
有
斐

　
　
閣
、
一
九
七
九
年
）
二
一
頁
。

（
1
4
）
】
）
C
ロ
●
p
5
6
亡
一
ひ
一
エ
こ
P
已
⑨
な
お
、
J
・
J
ル
ソ
ー
の
代
表
論
お
よ
び
そ
の
流
れ
を
検
討
し
た
も
の
に
杉
原
泰
雄
「
国
民
主
権
の
史
的
展

　
　
開
」
（
岩
波
書
店
、
一
九
七
八
）
な
ど
。

（
1
5
）
　
一
）
。
8
廿
o
ロ
ー
－
。
7
一
宮
匹
こ
喝
゜
巴
C

（
1
6
）
　
O
o
芦
冨
8
°
・
。
7
一
げ
一
エ
こ
O
°
N
「
O
°

（
1
7
）
　
〉
ロ
m
。
P
口
望
9
甘
因
。
肩
。
c
。
Φ
目
ロ
吟
一
く
⑦
①
且
問
霧
唱
o
霧
一
圧
。
O
o
＜
2
ロ
日
。
ロ
〔
（
這
鳶
）
、
U
∨
是
ー
ベ
9
吉
田
善
明
「
前
掲
書
」
（
有
斐
閣
、

　
　
一
九
七
九
年
）
二
四
頁
。

（
1
8
）
　
A
・
H
・
バ
ー
チ
（
河
合
義
和
訳
）
「
代
表
」
（
福
村
出
版
一
九
七
二
年
）
二
三
一
頁
。

（
1
9
）
　
ρ
因
司
自
。
拝
出
o
≦
宅
。
p
話
σ
q
o
＜
。
日
。
弁
ご
エ
・
（
冶
ぶ
）
“
⑰
㎝
べ
ち
な
み
に
、
少
数
民
族
で
あ
る
ア
ボ
ロ
ジ
ニ
ィ
（
餌
●
o
巳
σ
q
ぎ
霧
）
は
一

　
　
九
六
二
年
に
法
律
に
よ
っ
て
連
邦
選
挙
権
が
認
め
ら
れ
、
州
に
お
い
て
は
一
九
六
五
年
に
認
め
ら
れ
た
。

（
2
0
）
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
選
挙
登
録
人
口
は
、
一
九
八
七
年
六
月
現
在
約
一
、
○
○
○
万
人
で
あ
る
（
〉
ロ
i
－
＃
①
菅
o
田
。
9
0
目
巴
O
o
日
日
｛
切
゜
。
」
o
ロ
発

　
　
行
の
旬
①
9
。
力
庁
9
⇔
第
四
号
）
。
選
挙
権
の
行
使
は
強
制
登
録
で
あ
る
だ
け
に
そ
の
方
法
は
非
常
に
簡
単
で
あ
る
。
登
録
を
済
せ
て
い
な
い
有
権

　
　
者
は
、
選
挙
管
理
事
務
所
や
郵
便
局
に
用
意
さ
れ
て
い
る
選
挙
人
登
録
力
ー
ド
に
記
入
し
て
登
録
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
選
挙
管
理
者
は
選
挙

　
　
区
ま
た
は
そ
の
支
分
区
ご
と
に
そ
の
選
挙
人
名
簿
を
と
り
つ
け
保
管
し
て
い
る
。
ま
た
、
投
票
の
義
務
を
免
じ
ら
れ
て
い
る
選
挙
人
は
、
一
時
的

　
　
に
海
外
居
住
中
の
者
ま
た
は
南
極
勤
務
の
者
、
登
録
し
た
が
永
続
す
る
住
所
を
持
た
な
い
巡
回
職
業
人
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
者
に
つ
い
て

　
　
も
、
選
挙
の
便
宜
を
は
か
る
た
め
郵
送
投
票
や
不
在
者
投
票
制
が
保
障
さ
れ
て
い
る
（
〉
ロ
゜
・
☆
①
一
訂
目
口
o
。
8
H
巴
O
o
日
巨
゜
。
切
帥
o
P
間
釦
9
む
力
汀
。
ゴ

　
　
Z
ρ
膳
）
。

（
2
1
）
　
O
。
芦
廿
Φ
ロ
ω
。
亡
宗
｛
吾
や
O
。
。
°

（
2
2
）
　
］
）
。
き
冨
o
ロ
・
・
。
貫
H
露
エ
こ
℃
°
9
◆

（
2
3
）
　
ρ
づ
゜
ウ
o
器
戸
臣
庄
こ
P
±
°

（
2
4
）
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
、
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
系
で
は
強
制
投
票
制
を
採
用
す
る
唯
一
の
国
で
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ベ
ル
ギ
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A　　A　　A　　A
30　29　28　27
）　　）　　）　　）

　
　
1
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
イ
タ
リ
ー
、
リ
ヒ
テ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
、
ザ
ー
ク
レ
な
ど
で
採
用
さ
れ
て
い
る
（
H
日
o
目
勺
帥
工
置
日
①
昌
冨
蔓
己
巳
o
P
㊦
自
訂
－

　
　
日
o
葺
の
o
｛
穿
o
≦
o
工
ぶ
（
G
べ
O
）
、
O
O
°
忘
Φ
ー
H
ミ
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー

　蟻　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー

　
　
　
］
）
窪
p
量
0
5
0
ダ
］
ひ
達
こ
℃
°
m
O
°

　
　
　
D
・
エ
イ
ト
キ
ン
、
B
・
ジ
ン
ク
ス
（
宮
崎
正
寿
訳
）
「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
政
治
制
度
」
（
慶
応
通
信
、
一
九
八
四
年
）
一
八
六
頁
。

　
　
　
D
・
エ
イ
7
キ
ン
、
B
・
ジ
ン
ク
ス
（
宮
崎
正
寿
訳
「
前
掲
書
」
五
五
頁
以
下
。

　
　
　
一
九
八
四
年
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
選
挙
局
が
独
立
し
た
選
挙
委
員
会
に
改
革
さ
れ
た
。
く
わ
し
く
は
汀
已
冨
○
品
。
P
H
宮
匹
こ
戸
陪
゜

　
　
　
↑
巨
巳
Φ
○
臭
⑳
P
一
宮
皇
こ
亨
N
べ
お
よ
び
》
已
む
・
古
趨
一
芦
ロ
出
一
。
。
8
壁
一
〇
〇
日
艮
・
・
巴
o
昌
発
行
の
ウ
ロ
9
乙
力
古
。
卑
（
間
O
匙
一
q
力
仲
門
一
σ
口
⌒
｛
O
口
）
宕
O
ω
を

　
　
参
照
。

（
3
2
）
　
↑
窪
江
⑦
O
品
o
P
］
げ
」
吾
℃
°
N
S

（
3
3
）
　
た
と
え
ば
、
一
九
六
二
年
に
国
民
党
と
労
働
党
は
合
同
し
て
、
両
党
に
不
利
に
な
り
そ
う
な
改
訂
案
を
導
入
し
よ
う
と
し
て
拒
否
さ
れ
て
い

　
　
る
。
ま
た
、
一
九
七
五
年
に
も
与
党
提
案
に
対
し
、
野
党
が
拒
否
し
て
い
る
（
D
・
エ
イ
ト
キ
ン
、
B
・
ジ
ン
ク
ス
（
宮
崎
正
寿
訳
）
「
前
掲
書
」

　
　
九
〇
頁
。

（
3
4
）
　
0
9
目
廿
⑦
5
0
亡
］
宮
吾
眉
゜
Φ
戸
゜

（
3
5
）
　
O
＄
閂
廿
o
ロ
。
。
6
亡
］
ひ
庄
こ
⑰
Φ
O
°

（
3
6
）
　
ρ
戸
局
o
冨
＝
、
H
げ
｛
吾
∨
Φ
O
°

（
3
7
）
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
下
院
で
採
用
さ
れ
た
小
選
挙
区
相
対
的
多
数
投
票
制
は
、
一
九
一
七
年
に
廃
止
さ
れ
、
各
州
選
挙
で
も
同
じ
よ
う
に
み
ら

　
　
れ
な
か
っ
た
が
、
一
九
四
二
年
か
ら
六
三
年
ま
で
に
一
院
制
の
ク
ィ
ン
ズ
ラ
ン
ド
州
で
復
活
し
て
い
る
（
O
戸
男
o
「
竺
、
H
宮
エ
こ
軍
Φ
N
“
㊥
゜
＝
°
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↑
§
P
＞
ロ
］
ロ
☆
o
合
含
［
o
ロ
仲
o
許
⑦
＞
5
け
日
一
日
ロ
O
o
5
芸
二
立
o
P
（
后
◎
。
ω
）
”
対
・
覇
・

（
3
8
）
　
O
鴉
己
Q
力
巳
o
日
o
P
H
ひ
己
こ
O
⑨
旨
㊤
゜

（
3
9
）
　
ρ
閤
゜
男
自
o
戸
b
°
Φ
Φ
゜

（
4
0
）
連
邦
レ
ベ
ル
で
タ
ス
マ
ニ
ア
州
の
下
院
・
上
院
で
採
用
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
州
レ
ベ
ル
で
も
南
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
州
の
立
法
カ
ウ
ン
シ
ル

　
　
で
一
九
七
〇
年
代
に
実
験
的
に
採
用
し
た
。
こ
の
制
度
は
、
有
権
者
は
た
ん
に
政
党
別
グ
ル
ー
プ
名
簿
の
記
入
欄
に
印
を
つ
け
る
だ
け
で
よ
い
。

　
　
議
席
は
政
党
が
獲
得
し
た
投
票
数
に
比
例
し
て
各
政
党
に
割
り
当
て
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
方
法
は
各
政
党
お
よ
び
個
々
の
候
補
者
を
自
由
に

　
　
選
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
こ
れ
は
候
補
者
の
選
択
を
奪
う
も
の
で
あ
る
と
し
て
廃
止
さ
れ
て
い
る
（
O
而
§
討
。
ロ
゜
。
。
ぎ
］
宮
△
こ
毛
゜
ぷ
ー
ベ
Φ
゜
）

（
4
1
）
　
ピ
゜
男
0
5
°
・
頃
］
宮
ら
“
卓
忘
S
＞
ロ
切
☆
巴
冨
ロ
国
8
9
0
8
一
〇
〇
日
巨
・
。
・
。
一
〇
ロ
発
行
の
ウ
①
9
ω
訂
9
2
9
ピ
P
お
よ
び
吉
田
善
明
「
前
掲
書
」

　
　
一
六
五
頁
以
下
。

（
4
2
）
D
・
ジ
ェ
ン
シ
ュ
（
関
根
政
美
、
関
根
薫
訳
）
「
前
掲
書
」
七
二
頁
。

（
4
3
）
　
0
2
庄
ω
o
】
。
日
。
P
H
ゲ
一
÷
∨
H
N
。
。
°
な
お
訳
書
と
し
て
D
・
ソ
ロ
モ
ン
（
川
口
浩
、
竹
田
い
さ
み
）
「
前
掲
書
」
一
九
一
頁
。

（
4
4
）
　
連
邦
選
挙
を
例
に
と
っ
て
そ
の
選
挙
運
動
の
制
限
を
法
的
に
整
理
す
る
と
、
上
院
．
下
院
と
も
候
補
者
と
な
る
た
め
の
資
格
が
必
要
で
あ
る
。

　
　
資
格
を
も
た
な
い
も
の
は
選
挙
運
動
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
候
補
者
と
な
る
た
め
に
は
右
の
要
件
を
み
た
す
と
同
時
に
供
託

　
　
金
が
要
求
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
候
補
者
と
な
っ
て
選
挙
運
動
を
す
る
た
め
に
は
、
供
託
金
（
上
院
の
場
合
は
二
二
〇
ド
ル
（
豪
）
、
下
院

　
　
の
場
合
は
（
一
〇
〇
ド
ル
（
豪
）
）
を
収
め
な
け
れ
ば
選
挙
運
動
は
で
き
な
い
（
0
8
ロ
冒
。
目
゜
・
。
ぎ
亭
｛
江
こ
や
や
」
）
。

（
4
5
）
　
O
①
＜
建
ω
巳
o
日
o
P
宗
庄
こ
廿
゜
口
◎
。
°

（
4
6
）
　
O
恥
く
崔
ω
巳
o
日
o
P
】
窪
匹
こ
や
嵩
O
°

（
4
7
）
　
［
p
自
一
〇
〇
品
o
切
”
］
宮
匹
゜
“
勺
゜
お
・

（
4
8
）
　
↑
碧
ユ
①
○
品
o
胡
臣
一
戸
廿
゜
お
゜

（
4
9
）
　
［
ρ
自
完
○
知
オ
⑦
゜
・
、
］
宮
エ
こ
卓
芯
お
よ
び
》
已
。
。
☆
。
言
ロ
匡
。
9
2
巴
O
o
日
日
一
－
－
巴
o
ロ
発
行
の
ウ
①
9
ω
プ
⑦
9
Z
o
°
N
を
参
照
。

　
　
　
一
九
八
四
年
下
院
選
挙
で
は
、
立
候
補
者
の
得
た
得
票
は
一
票
は
、
六
〇
％
で
あ
り
、
同
時
に
行
わ
れ
た
上
院
選
挙
に
お
け
る
立
候
補
者
の
場

　
　
合
は
一
票
に
つ
き
三
〇
セ
ン
ト
（
豪
）
の
割
合
で
支
給
さ
れ
た
（
｝
已
切
☆
巴
富
目
巴
0
9
0
吋
巴
O
o
日
B
冨
巴
o
見
問
①
9
ω
庁
o
卑
之
o
°
嵩
に
よ
る
）
。

（
5
0
）
　
強
制
投
票
の
採
用
を
拒
否
し
た
理
由
は
、
　
「
選
挙
権
は
権
利
的
性
質
と
こ
の
制
度
と
の
矛
盾
で
あ
る
。
棄
権
の
原
因
は
複
雑
で
あ
り
、
選
挙
干

　
　
渉
、
情
実
、
因
縁
、
買
収
な
ど
の
強
制
か
り
出
し
に
よ
る
投
票
率
の
上
昇
に
反
っ
て
選
挙
の
不
公
明
を
証
明
す
る
こ
と
と
な
る
」
と
い
う
の
で
あ



一

　
　
る
（
林
田
和
博
「
選
挙
法
」
（
法
律
学
全
集
、
有
斐
閣
、
一
九
七
五
年
）
四
〇
頁
。

（
5
1
）
D
・
ジ
ェ
ン
シ
ュ
（
関
根
政
美
、
関
根
薫
「
前
掲
書
」
三
一
一
頁
。

（
5
2
）
　
0
2
崔
c
力
巳
o
日
o
P
H
ゲ
一
エ
゜
▽
勺
゜
H
廷
゜

（
5
3
）
　
D
・
エ
イ
キ
ト
ン
、
B
・
ジ
ン
ク
ス
（
宮
崎
正
寿
訳
）
、
前
掲
書
、
一
九
四
頁
。

（
5
4
）
　
0
2
庄
ω
巳
o
目
o
P
H
宮
江
こ
恒
」
ω
∩

（
5
5
）
　
ρ
担
男
自
o
戸
］
宮
エ
こ
O
’
ふ
◎
。
°
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